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山口市議会議長　
坂井芳浩

山口市長　渡辺純忠

　令和二年の年頭にあたり市議会を代表いたしまして、謹んで新年のお喜びを申し上げます。
　市民の皆様におかれましては、平素から市勢の発展と議会運営に対しまして、御理解、
御協力を賜り、深く感謝を申し上げます。
　近年、山口市議会においても、投票率の低下や議員のなり手不足といった深刻な状
況が続いています。これは、市民の皆様の議会に対する厳しい評価の表れであると真
摯に受け止めております。
　議会基本条例の理念に基づき、市民の皆様に身近な議会の実現と議会の活性化のた
めに、昨年、議会改革検討協議会を立ち上げ、４４項目の改革に着手したところです。市
政における民主主義を連綿と継続するために、議員が議案や地域の課題解決に向けた議
論を活発に行うことを目指すものであり、多様化する市民の皆様の要望や期待にお応えで
きるように公正公平で開かれた議会運営、健全な地方議会の実現を目的としております。
　本市は新本庁舎の建設や山口市産業交流拠点施設の整備、総合支所や地域交流
センターの充実強化など、将来を見据え、都市核と地域核が主体的に交流し、人や資
源が循環する対流型の持続可能なまちづくりに鋭意取り組んでいるところです。
　議会人としての役割や責務を再認識して「継往開来」を胸に、次世代が希望の持て
る県都の実現に向けて、市議会挙げて、全力で取り組んでまいりますので、御理解と御
協力を賜りますようよろしくお願いいたします。
　新年が皆様にとりまして、幸せで実り多く、大いに飛躍できる年となりますことを心から
祈念いたしまして新年の御挨拶といたします。

　清々 しい新春を迎え、謹んで新年のお喜びを申し上げます。　
　本市では、第二次山口市総合計画に基づく様 な々取組により、人口は約１９万５千人と、
５年前に推計した人口展望を数千人上回る水準で推移していますが、来るべき本格的な
人口減少時代に対応するため、本年を「トライ　未来創造」の年と位置付け、令和の時
代における次世代のまちづくりを進めてまいります。
　まず、「オール山口の未来に向けたトライ」として、都市政策の柱である「広域県央中
核都市づくり」と「個性と安心の２１地域づくり」のプロジェクトを積極果敢に展開し、市内
２１地域がそれぞれの特性と役割のもと、一丸となったチームワークで本市全体の発展を目
指してまいります。
　また、「今の市民生活を豊かにするトライ」として、教育・子育て、産業振興、医療・介護、
防災、交通、環境などの各分野における重点プロジェクトを着実に進めてまいります。
　さらに、「持続可能な公共を目指すトライ」として、増大し続ける地域課題や多様な市民
ニーズに応えるため、人工知能やロボット等の革新的技術を活用した便利で豊かな未来社会

「Society 5.0」を見据えた対応を進め、「小さくて大きい、新しい公共」を目指してまいります。
　本年は、いよいよ東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会が開催されます。聖火
リレーや、スペインのホストタウンとしての交流、本市出身、ゆかりのある選手に大いに活躍
していただくなど、市民の皆様とともに熱く盛り上がりたいと思っております。
　本年が未来に向かって「トライ」する年となりますとともに、皆様にとりまして、幸多い年
となりますことを祈念いたしまして、新年の御挨拶といたします。

今年で生誕 600 年を迎える雪舟が築庭した常栄寺雪舟庭
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スペイン×山口市の
2020

！

①

　
本
市
と
ス
ペ
イ
ン
と
の
つ
な
が
り
は
、
室
町

時
代
に
山
口
を
本
拠
に
中
国
地
方
西
部
一
帯

に
大
き
な
勢
力
を
も
っ
た
大
内
義
隆
が
、
山

口
を
訪
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
サ
ビ
エ
ル
に

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
を
許
し
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。

　

サ
ビ
エ
ル
来
山
か
ら
３
０
０
年
以
上
経
っ

た
後
、
そ
の
功
績
を
称
え
よ
う
と
市
民
の
機

運
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
日
本
最
初

の
キ
リ
ス
ト
教
会
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
大
道

寺
跡
地
（
金
古
曽
町
）
に
サ
ビ
エ
ル
記
念
碑

が
１
９
２
６
年
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
ビ
エ
ル
来
山
４
０
０
年
を
記
念
し

サ
ビ
エ
ル
の
生
家
で
あ
る
ハ
ビ
エ
ル
城
を
模

し
た
山
口
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
が
１
９
５
２

年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
市
民
の
機
運
を
背
景
に
、
市
制
施

行
50
周
年
を
契
機
と
し
、
１
９
８
０
年
、
サ
ビ

エ
ル
の
故
郷
が
あ
る
ナ
バ
ラ
州
の
州
都
パ
ン

プ
ロ
ー
ナ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　広報広聴課☎ 083 ｰ 934 ｰ 2753問

山口スペイン・ナバラ協会
小林 真人 会長
1997 年、スペインでの日本庭
園開園をきっかけに発足。パ
ンプローナ市との交流やナバ
ラ地方への関心・理解を深め
る活動を続けている。

「
市
民
が
参
加
で
き
る
活
動
を
」

　

私
た
ち
は
情
報
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
を
巻
き
込
ん
で
共
に
活
動
し
、
共
に
学
ぶ

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

市
内
・
県
内
の
サ
ビ
エ
ル
に
関
連
の
あ
る
場
所

を
巡
っ
て
、
共
に
学
び
議
論
す
る
と
い
っ
た
、

サ
ビ
エ
ル
の
足
跡
を
辿
る
ツ
ア
ー
を
開
催
。
ま

た
、
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
と
山
口
市
の
交
流
を
深

め
る
取
り
組
み
を
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
く
た
め
、
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
か
ら
寄

贈
い
た
だ
い
た
紙
芝
居
を
活
用
し
、
小
学
校
な

ど
で
読
み
聞
か
せ
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
実
を
結
ぶ
こ
と
で
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
お
互
い
に
応
援
し
合
い
、
よ
り
絆
が
深

ま
る
大
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

パンプローナ市との協定締結時、市政記
者だった小林さんは、取材を担当した。

サ
ビ
エ
ル
、
鹿
児
島
に
上
陸
、
上
京
の
途
中
山
口
へ
。
領
主
・
大
内
義
隆
に
謁
見

サ
ビ
エ
ル
、
再
び
山
口
へ
。
大
内
義
隆
か
ら
布
教
の
許
可
を
得
て
、
約
半
年
間
山
口
で

布
教
活
動
を
行
う
（
①
）

サ
ビ
エ
ル
没

大
道
寺
跡
に
サ
ビ
エ
ル
記
念
碑
（
②
）（
金
古
曽
町
）
完
成

山
口
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
（
③
）
完
成

ナ
バ
ラ
州
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
調
印
（
④
）

山
口
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
、
火
事
に
よ
り
焼
失

一
の
坂
川
に
ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
「
ス
ペ
ー
ス
・
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
（
⑤
）」
整
備

姉
妹
都
市
提
携
15
周
年
を
記
念
し
た
日
本
庭
園
「
や
ま
ぐ
ち
公
園
（
⑥
）」
が
パ
ン
プ

ロ
ー
ナ
市
に
完
成
。

民
間
交
流
団
体
「
山
口
ス
ペ
イ
ン
・
ナ
バ
ラ
協
会
」
誕
生
（
以
下
メ
ッ
セ
ー
ジ
参
照
）

姉
妹
都
市
提
携
15
周
年
。
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
長
ら
訪
問
団
が
山
口
市
を
訪
問

山
口
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
再
建
。
礼
拝
所
に
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
設
置
。
信
徒
の
み

な
ら
ず
、
市
民
か
ら
の
援
助
も
あ
り
再
建

姉
妹
都
市
提
携
20
周
年
。
友
好
訪
問
団
・
市
民
訪
問
団
が
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
を
訪
問

パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
に
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
・
や
ま
ぐ
ち
公
立
図
書
館
開
館

姉
妹
都
市
提
携
25
周
年
。
公
式
訪
問
団
・
市
民
訪
問
団
32
人
が
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
を
訪
問

姉
妹
都
市
提
携
25
周
年
を
記
念
し
、
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
か
ら
訪
問
団
が
来
山

姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
。
記
念
訪
問
団
が
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
を
訪
問
。
記
念
式
典
や

記
念
植
樹
を
行
っ
た
ほ
か
、
学
校
を
訪
問
し
現
地
の
子
ど
も
と
交
流

姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
。
訪
問
団
が
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
を
訪
問
し
紙
芝
居
を
贈
呈

山
口
県
と
と
も
に
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お

け
る
ス
ペ
イ
ン
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
、
そ
の
後
宇
部
市
も
登
録

１
５
５
０

１
５
５
１

１
５
５
２

１
９
２
６

１
９
５
２

１
９
８
０

１
９
９
１

１
９
９
３

１
９
９
５

１
９
９
７

１
９
９
８

２
０
０
０

２
０
０
２

２
０
０
５

２
０
０
６

２
０
１
０

２
０
１
５

２
０
１
６

　

そ
れ
以
来
、
現
在
も
な
お
、
山
口
市
民
に

は
サ
ビ
エ
ル
と
の
絆
が
息
づ
い
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
心
商
店
街
で
は
、
毎
年
11
月
３
日
に
ス
ペ

イ
ン
の
食
や
文
化
が
楽
し
め
る
「
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ａ
！

や
ま
ぐ
ち
ス
ペ
イ
ン
フ
ィ
エ
ス
タ
」
が
開
催
さ

れ
、
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
０
９
年
か
ら
は
商
工
団
体
を
中

心
と
す
る
実
行
委
員
会
が
毎
年
12
月
限
定
で
本

市
を
「
ク
リ
ス
マ
ス
市
」
と
称
し
「
12
月
、
山

口
市
は
ク
リ
ス
マ
ス
市
に
な
る
。」
を
合
言
葉
と

し
て
、
期
間
中
は
市
内
各
所
で
音
楽
や
灯
り
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ビ
エ
ル
が
つ
な
い
だ
ス
ペ
イ
ン
と
本
市
の

絆
は
、
市
民
の
力
で
今
も
多
く
の
交
流
を
生
み

出
し
、
今
年
、
本
市
は
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
姉
妹

都
市
提
携
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

２
０
１
７

２
０
２
０

ス
ペ
イ
ン
王
立
水
泳
連
盟
と
事
前
キ
ャ
ン
プ
実
施
に
関
す
る
覚
書
を
締
結

水
泳
ス
ペ
イ
ン
代
表
チ
ー
ム
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
を
始
め
る

パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
40
周
年

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催

～パンプローナ市との姉妹都市提携から 40周年～

近
代
の
ス
ペ
イ
ン
×
山
口
の
年
表

紙芝居の読み聞かせを担当している清
水さん（右から 2 番目）は、スペイン
フィエスタを盛り上げるための活動で
も活躍している。

１
５
０
６
ハ
ビ
エ
ル
城
で
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
サ
ビ
エ
ル
誕
生

②③④⑤⑥

※
ペ
ー
ジ
上
段
に
は
、
左
記
表
中
①
～
⑥
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

16
世
紀
か
ら
続
く

本
市
と
ス
ペ
イ
ン
の
関
係

ス
ペ
イ
ン
王
立
水
泳
連
盟
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
に
関
す
る
協
定
を
締
結

２
０
１
８

永
正

天
文

大
正

昭
和

平
成

令
和

元
号

両
市
の
で
き
ご
と

西
暦

サ
ビ
エ
ル
を
き
っ
か
け
に

深
ま
る
交
流
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
、
自
治

体
が
大
会
に
参
加
す
る
国
・
地
域
の
人
や

選
手
と
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
経
済
な
ど

を
通
じ
て
交
流
し
、
地
域
の
活
性
化
な
ど

に
生
か
し
て
い
く
国
の
制
度
で
す
。

　
山
口
市
は
、
２
０
１
６
年
6
月
に
県
と

と
も
に
ス
ペ
イ
ン
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
か
ら
試
験
的
に
水

泳
ス
ペ
イ
ン
代
表
チ
ー
ム
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
、
２
０
１
８
年

２
月
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
王
立
連
盟
と
協
定

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、市
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

を
は
じ
め
、
各
学
校
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
の
も
と
、選
手
の
練
習
環
境
を
支
え
る「
お

も
て
な
し
」
や
選
手
と
市
民
と
の
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

際
交
流
員
に
よ
る
各
種
講
座
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
や
文
化
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
た
り
、
市
民

が
主
体
と
な
っ
て
ス
ペ
イ
ン
を
応
援
す
る
活

動
を
支
援
す
る
補
助
制
度
も
創
設
し
、
今
年

は
２
団
体
が
機
運
醸
成
の
た
め
の
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
約
４
７
０
年
前
に
サ
ビ
エ
ル
が
つ
な
げ

た
ス
ペ
イ
ン
と
山
口
の
縁
は
、
い
ま
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
強
い
絆
と

な
り
、
新
た
な
友
好
の
輪
が
広
が
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

「
両
国
友
好
の
歴
史
を
お
客
様
に
」

　
以
前
か
ら
両
国
の
歴
史
に
興
味
が
あ
り
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
た
今
、
山
口
市
が
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
あ
る
こ

と
を
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
思
い
つ
い
た
の
が
、
レ
ノ
フ
ァ
山
口
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
開
催
時
に
設
置
さ
れ
る
山
口
グ
ル
メ
ガ
ー

デ
ン
で
ス
ペ
イ
ン
の
代
表
料
理
「
パ
エ
リ
ア
」
を

販
売
す
る
こ
と
で
す
。
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
あ
る
こ

と
が
一
目
で
わ
か
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
り
、
買
っ

て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
両
国
の
歴
史
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
簡
単
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
知
識
を
深
め
、
商
品
や
会
話
の
中
で
、

お
客
様
に
ス
ペ
イ
ン
の
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。「

山
口
の
お
も
て
な
し
を
世
界
に
」

　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
を
し
て
い

る
と
、
市
民
の
方
か
ら
「
日
本
よ
り
ス
ペ

イ
ン
を
応
援
す
る
の
？
」
と
よ
く
尋
ね
ら

れ
ま
す
。
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、
海
外
か

ら
の
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
加

え
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
機
に
、
選
手
を

は
じ
め
と
す
る
海
外
の
方
と
の
交
流
や
そ

の
国
に
興
味
や
関
心
を
持
ち
、
国
際
的
な

視
野
を
広
げ
て
い
た
だ
く
も
の
だ
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。

　
ス
ペ
イ
ン
と
山
口
に
は
、
サ
ビ
エ
ル
が

つ
な
い
だ
深
い
縁
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の

方
々
に
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
取
り
組

み
に
ご
参
画
い
た
だ
く
こ
と
で
、
あ
ら
た

め
て
歴
史
的
な
背
景
を
知
り
、
そ
れ
を
誇

り
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
「
お
も
て
な
し
」
が

山
口
の
魅
力
と
し
て
世
界
に
発
信
で
き
た
ら

嬉
し
い
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
本

の
選
手
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
ス
ペ
イ
ン
の
選
手

も
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

国際交流課　
ホストタウン推進室
國本 高明

より一層深まる絆― ホストタウン山口

「
活
動
の
場
が
広
が
る
き
っ
か
け
に
」

　

ス
ペ
イ
ン
と
山
口
の
絆
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
大
内
義
隆
と
サ
ビ
エ
ル
の
出

会
い
を
物
語
に
し
た
絵
本
「
サ
ビ
エ
ル
と
大
内

の
『
き
・
せ
・
き
』」
を
制
作
し
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
が
撮
影
し
た
写
真
と
、
手
書
き
の
イ
ラ
ス

ト
を
合
成
し
て
紙
面
を
作
成
。
サ
ビ
エ
ル
が
来

日
す
る
ま
で
の
航
路
が
分
か
る
地
図
を
表
紙
に

掲
載
す
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
た
。
市
内
の
図
書

館
や
小
学
校
等
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
あ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

多
く
の
人
と
の
交
流
が
は
じ
ま
り
、
私
た
ち
の
活

動
の
場
は
広
が
り
ま
し
た
。
活
動
を
通
じ
て
体
験

し
た
こ
と
は
私
た
ち
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

サ
ビ
エ
ル
が
つ
な
い
だ
絆
は
多
く
の
人
を
巻
き
込

み
、
今
も
続
い
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

（上下）メンバーが調理したニンニク
スープ「ソパ・デ・アホ」や、クッキー「ポ
ルボロン」をスペインフィエスタで販
売した

（上）「山口グルメガーデン」で、お客
さんと会話しながらパエリア等を販売
する山本さん（下）山本さんが販売す
るパエリア

さあ、いよいよこの夏 開幕―。
東京 2020 オリンピック・パラリンピック
スペイン代表と日本代表を応援しよう！

山口ーナバラコラボ広場
矢野 侑紀 代表
山口県立大学栄養学科のサー
クル。スペインと山口の絆を
多くの人に伝えるため活動を
続けている。

はるさあ ModernJapanese
山本 和郎 店長
沖縄料理を得意とする居酒屋。
食を通じて山口市はスペイン
のホストタウンであることを
周知している。

「
皆
さ
ん
と
の
交
流
・
応
援
が
力
に
」

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

私
た
ち
の
挑
戦
は
３
年
前
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

　
今
ま
で
山
口
市
で
２
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
阿
知

須
地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
山
口
き
ら

ら
博
記
念
公
園
へ
演
技
を
見
に
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
お
互
い
の
文
化

に
触
れ
合
う
た
め
に
訪
問
し
た
学
校
の
皆

さ
ん
等
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
は
心
か
ら
嬉

し
く
、
私
達
の
前
に
進
ん
で
い
く
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
口
市
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
、

「
お
い
で
ま
せ
」
の
笑
顔
を
胸
に
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
で
演

技
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
山
口
市
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
で
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
万
全
に
整
え
、
夢
に
向
か
っ

て
演
技
で
き
る
こ
と
に
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

アーティスティックスイミング
スペイン代表チーム
ヘッドコーチ 藤木麻祐子氏（右端）
1996 年アトランタオリンピックシンクロ
ナイズドスイミングチーム銅メダリスト

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
？

（ （

ス
ペ
イ
ン
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
山
口

国際交流員によるスペイン講座 スペイン応援ポスターを制作する生徒 事前キャンプ実施の覚書締結式

ス
ペ
イ
ン
代
表
チ
ー
ム

藤
木
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

7 市報やまぐち　2020 年（令和 2 年）1 月合併号
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災
害
に
強
く
、
そ
の
機
動
性
等
か
ら
災
害

時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
特
に
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

災
害
発
生
時
の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る
よ

う
な
活
用
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
感
謝

の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
７
２
３

　
増
設
整
備
を
進
め
て
い
た
阿
東
保
健
セ

ン
タ
ー
が
完

成
し
、
11
月

22
日
（
金
）

に
地
元
関
係

者
等
を
招
い

て
落
成
記
念

式
典
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

阿
東
保
健

セ
ン
タ
ー
の

増
設
整
備
は
、

既
設
の
阿
東
保
健
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る

旧
阿
東
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
行
い
、

増
設
部
分
の
延
床
面
積
は
、
９
６
５
．
93

平
方
メ
ー
ト
ル
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

地
上
１
階
お
よ
び
地
下
１
階
の
建
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
増
設
し
た
施
設
に

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
福
祉
作
業
の
場

の
提
供
等
で
支
援
を
行
う
「
山
口
市
ア
カ

シ
ア
工
房
」
が
新
築
移
転
す
る
と
と
も
に
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
器
具
を
設
置

し
た
健
康
増
進
ス
ペ
ー
ス
を
は
じ
め
と
し

て
、
子
育
て
・
地
域
福
祉
等
の
機
能
を
充

実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
式
典
後
は
、
も
ち
ま
き
で
盛
大
に
お
祝

い
す
る
と
と
も
に
、
ア
カ
シ
ア
工
房
利
用

者
の
作
品
販
売
や
、屋
外
の
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー

ム
で
遊
ぶ
子
ど
も
達
の
歓
声
が
響
く
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
阿
東
保
健
セ
ン
タ
ー
の

新
し
い
機
能
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

健
康
増
進
課
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐

２
６
６
６

　
11
月
26
日
（
火
）、
湯
田
中
学
校
に
お
い

て
令
和
元
年
度
第
１
回
山
口
市
総
合
教
育

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
合
教
育
会
議
は
、
教
育
の
課
題
や
あ

る
べ
き
姿
を
共
有
す
る
た
め
、
市
長
と
教

育
委
員
会
が
幅
広
く
意
見
交
換
を
行
う
会

議
で
す
。
当
日
は
市
長
、
教
育
長
お
よ
び

教
育
委
員
が
湯
田
中
学
校
の
取
り
組
み
を

視
察
し
、
そ

の
後
、
教
育

環
境
の
充
実

に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま

し
た
。

　

視
察
を
終

え
た
市
長
は

会
議
の
席
で
、

「
本
市
で
は
、

　
一
般
社
団
法
人
山
口
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

山
口
支
部
よ
り
、
災
害
対
応
機
器
の
寄
附

申
し
込
み
が
あ
り
、
11
月
22
日
（
金
）、
市

役
所
で
寄
贈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
品
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
、

防
災
用
ス
タ
ン
ド
ラ
イ
ト
セ
ッ
ト
、
Ｕ
Ｓ

Ｂ
ポ
ー
ト
付
コ
ー
ド
リ
ー
ル
の
３
点
で
す
。

山
口
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
山
口
支
部
と
本
市

の
間
で
は
、
平
成
27
年
に
「
災
害
時
に
お

け
る
物
資
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
て
お
り
、
昨
今
の
災
害
の
頻
発
・
大

規
模
化
に
鑑
み
、
こ
の
協
定
が
よ
り
実
効

的
か
つ
円
滑
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
、
こ
の

た
び
災
害
対
応
機
器
が
寄
贈
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
を
受
け
た
市
長
は
、「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

発
電
機
を
は

じ
め
、
災
害

時
や
防
災
訓

練
等
に
活
用

で
き
る
物
品

を
寄
贈
い
た

だ
き
、
誠
に

あ
り
が
た
い
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
、

他
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
比
べ

　
11
月
10
日
（
日
）、
新
た
に
整
備
さ
れ
た

二
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
落
成
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
地

下
一
階
、
地
上
一
階
の
建
物
で
、
地
階
部

分
の
空
間
を
有
効
利
用
す
る
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
初
の
「
ピ
ロ
テ
ィ
様

式
」
を
採
用
し
た
建
物
で
す
。
施
設
の
内

部
に
は
吹
き
抜
け
を
設
け
、
自
然
の
光
を

多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
明
る
さ
と
温

か
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
バ
ル
コ
ニ
ー

か
ら
は
、
秋
穂
二
島
地
域
の
自
然
豊
か
な
景

観
を
眺
望
で

き
ま
す
。

　
式
典
後
は
、

二
島
幼
稚
園

の
園
児
に
よ

る
太
鼓
を
用

い
た
演
舞
や

ダ
ン
ス
、
落

成
記
念
イ
ベ

ン
ト
実
行
委

員
会
に
よ
る

も
ち
ま
き
等
が
行
わ
れ
、
多
く
の
方
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

協
働
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
９
６
５

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
わ
た
り
住
み
つ
づ

け
、
次
代
を
担
っ
て
い
け
る
土
台
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
、
教
育・子
育
て
環
境
の
整
備・

充
実
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
も
、
教
育
委
員
会
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち

の
育
ち
や
学
び
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
ま
い

り
た
い
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
へ
の

意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

教
育
総
務
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
５
９

　
日
本
光
電
工
業
株
式
会
社
が
山
口
市
小

郡
地
内
に
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
を
決
定
さ
れ
、

11
月
26
日
（
火
）、
同
社
と
本
市
の
間
で
オ

フ
ィ
ス
設
置
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
を

行
い
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
医
療
用
電
子
機
器
等
の
開
発
・

製
造
・
販
売
・
保
守
サ
ー
ビ
ス
を
主
要
な
業

務
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
製
造
す
る

唯
一
の
国
内

メ
ー
カ
ー
で

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、

山
口
県
全
体

の
営
業
拠
点

と
な
る
「
山

口
営
業
所
」

を
山
口
市
小

郡
維
新
町
に

設
置
さ
れ
る

と
な
く
、
こ
の
悔
し
い
思
い
を
来
年
に
つ
な

げ
た
い
」
と
決
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
９
１
２

　
11
月
29
日
（
金
）、
山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
「
地
域
未
来
牽
引
企
業
山
口
サ
ミ
ッ

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
内
閣
官
房
の
成
長
戦
略
の
重

点
施
策
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
を
行
う
と

と
も
に
、
圏
域
内
の
企
業
間
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
生
産
性

の
向
上
や
販
路
拡
大
、
新
事
業
な
ど
に
取

り
組
も
う
と
す
る
企
業
に
対
す
る
支
援
を

行
う
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
、
地
域
に

根
ざ
し
た
同
様
の
サ
ミ
ッ
ト
は
中
国
地
方

初
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト

に
は
、
山
口

市
内
お
よ
び

近
郊
に
所
在

す
る
企
業
の

ト
ッ
プ
な
ど

が
数
多
く
出

席
し
、
内
閣

官
房
の
成
長

戦
略
や
県
内

企
業
の
先
進

取
り
組
み
事
例
な
ど
に
耳
を
傾
け
る
と
と

も
に
、
様
々
な
業
種
の
参
加
者
同
士
で
情

報
交
換
を
行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

握手をする益田尚哉中国支店長 ( 左 ) と市長

問

問

問

問

完成した二島地域交流センター

整備された健康増進スペースの様子

中学生と赤ちゃんの「ふれあいタイム」

山
口
市
総
合
教
育
会
議
を
開
催

阿
東
地
域
の
健
康
福
祉
の
拠
点

「
阿
東
保
健
セ
ン
タ
ー
」
完
成

山
口
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
山
口
支
部

よ
り
災
害
対
応
機
器
を
受
贈

地
域
未
来
牽
引
企
業
山
口
サ
ミ
ッ

ト
を
開
催

二
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

落
成
記
念
式
典
を
開
催

日
本
光
電
工
業
㈱
と
オ
フ
ィ
ス

設
置
に
関
す
る
協
定
書
を
調
印

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
調
印
に
あ
た
り
市
長
は
、「
新
山
口
駅
北

口
に
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
等
に

よ
り
構
成
す
る
産
業
交
流
拠
点
施
設
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
今
後
の
小
郡
都
市
核

の
発
展
に
も
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

産
業
立
地
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
８
１
３

　
11
月
28
日
（
木
）、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
レ
ノ

フ
ァ
山
口
の
河
村
孝
代
表
取
締
役
社
長
と
霜

田
正
浩
監
督
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
三
幸
秀
稔
選

手
が
市
長
を
訪
れ
、
２
０
１
９
Ｊ
２
リ
ー
グ

シ
ー
ズ
ン
終
了
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
村
社
長
は
「
１
年
間
の
ご
声
援
に
感
謝

す
る
。
15
位
と
い
う
結
果
で
は
あ
っ
た
が
、

来
シ
ー
ズ
ン
こ
そ
は
Ｊ
１
を
目
指
し
て
い

る
。
引
き
続
き
み
な
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
、
今
シ
ー
ズ
ン

の
終
了
を
報

告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
霜
田

監
督
は「
日
々

選
手
が
成
長

し
て
お
り
、

い
い
試
合
が

増
え
て
き
て

い
る
。
折
れ

る
こ
と
な
く
、

下
を
向
く
こ

県内企業による先進取組事例発表

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
９
２
８

　
12
月
２
日
（
月
）、「
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ほ
ほ
え
み
の
郷
ト
イ
ト
イ
」
の
原
田
郁
夫

副
理
事
長
ら
３
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
国
土

交
通
省
主
催
の
地
域
づ
く
り
表
彰
に
お
い

て
、
全
国
地

域
づ
く
り
推

進
協
議
会
会

長
賞
を
受
賞

し
た
こ
と
を

市
長
に
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

市
内
で
の
地

域
づ
く
り
表

彰
受
賞
は
初

と
な
り
ま
す
。

　
ほ
ほ
え
み
の
郷
ト
イ
ト
イ
で
は
、
ミ
ニ

ス
ー
パ
ー
と
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
し
、

移
動
販
売
車
に
よ
る
買
い
物
支
援
や
、
惣

菜
加
工
場
の
整
備
に
よ
る
地
元
女
性
の
活

躍
の
場
づ
く
り
等
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
介
護
予
防
事
業
や
地
域
食

堂
、
空
き
家
活
用
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
輝
く
た
め
の
地

域
運
営
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

阿
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
５
６
‐
０
１
１
６

寄贈品を前にＬＰガス協会のみなさんと

「
ほ
ほ
え
み
の
郷
ト
イ
ト
イ
」

全
国
地
域
づ
く
り
表
彰
受
賞

受賞を報告する原田副理事長（中央右）

問

問

問 問

来シーズンへの決意を胸に記念撮影

レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ

シ
ー
ズ
ン
終
了
を
報
告
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▼ 

阿
知
須
（
〒
７
５
４
‐
１
２
９
２ 

阿
知
須
２
７
４
３
）
☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐
４
１
１
１

▼ 

徳
地
（
〒
７
４
７
‐
０
２
９
２ 

徳
地
堀
１
７
４
４
）
☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐
１
１
１
１　

▼ 

阿
東
（
〒
７
５
９
‐
１
５
１
２ 

阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７
‐
２
）
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐
０
１
１
１

総合支所
お電話での問い合わせが困難な方は、お名前、FAX 番号を明記の上、下記まで
ご連絡ください。担当へおつなぎします。広報広聴課　　083-934-2643

国民年金の保険料は、2 年分、１年分、または半年分を、まと
めて４月（半年分の場合、10 月～３月分は 10 月）に前納する
ことができます。前納すると、保険料が割り引きされる上、毎
月保険料を納付する手間が省け、保険料の納め忘れの心配もあ
りません。また、口座振替で前納されるとさらにお得です。
前納による口座振替、クレジットカード納付を希望する方は、2
月末までにお申し込みください。なお、現金（納付書）で 2 年
前納を希望される方は、申し出が必要です。

【口座振替納付の申し込み】
■持参品　年金手帳、金融機関への届出印、口座番号が分かるもの
■前納の引落日　４月末日（金融機関の休業日の場合は翌営業日）

【クレジットカード納付の申し込み】
■持参品　年金手帳、認印、クレジットカード（カード名義人の署

名が必要）
■前納立替納付日　４月末日（金融機関の休業日の場合は翌営業日）

※令和 2 年度の割引額は、3 月以降にお問い合わせください。

【令和元年度に前納した場合の割引額（参考）】

申 問

ご存じですか？
国民年金の前納制度

　　　保険年金課 ☎ 083-934-2801、各総合支所総合サービス課

納付方法 割引額
半年前納 1 年前納 2 年前納

口座振替納付 1,120 円 4,130 円 15,760 円
クレジット納付 　800 円 3,500 円 14,520 円

現金納付 　800 円 3,500 円 14,520 円

▼ 

山
口
（
〒
７
５
３
‐
８
６
５
０ 

亀
山
町
２
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
４
１
１
１　
　

  　

▼ 
小
郡
（
〒
７
５
４
‐
８
５
１
１ 

小
郡
下
郷
６
０
９
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
１
１  　

▼ 
秋
穂
（
〒
７
５
４
‐
１
１
９
２ 

秋
穂
東
６
５
７
０
）
☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐
２
１
２
１　
　

  

　　　山口年金事務所☎ 083-922-5660（音声ガイダンス②→②）

　
確
定
申
告
に
合
わ
せ
、
総
合
支
所
や
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
申
告
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
会
場
ご
と
に
相
談
日
や

受
付
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
日
程
や

必
要
書
類
等
の
詳
細
は
、
市
報
１
月
合
併

号
と
同
時
配
布
の
「
わ
た
し
た
ち
の
市
税
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。   

市
民
税
課
☎

０
８
３

９
３
４

２
７
３
５

【
所
得
税
の
申
告
相
談
】
▼
日
時 

２
月
17
日

（
月
）
～
３
月
16
日
（
月
）
の
う
ち
、
月
曜
～

金
曜
の
９
時
～
17
時
（
２
月
24
日
と
３
月
１

日
に
限
り
、
日
曜・休
日
の
申
告
相
談
あ
り
）

※
受
付
は
８
時
30
分
～
16
時
で
す
が
、
混
雑

状
況
に
よ
っ
て
16
時
以
前
に
受
付
を
終
了
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
例
年
、
開
設
直
後

の
時
期
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。 

▼
場
所 

中

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
・
Ｎ
ａ
ｃ
（
中
市

町
３

13
） 【
申
告
書
の
作
成
】 

国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
「
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子

申
告
）」
を
利
用
し
て
提
出
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
印
刷
し
て
税
務
署
に
郵
送
等
に
よ
り

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 　
山
口
税

務
署
☎
０
８
３

９
２
２

１
３
４
０
※
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
番
号
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

　

昨
年
納
付
さ
れ
た
「
介
護
保
険
料
」、

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」
の
納
付
額

証
明
書
を
１
月
21
日
（
火
）
に
発
送
し
ま

す
。
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
※
地
域
に
よ
っ
て
は
配

達
に
１
週
間
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
※
「
国
民
健
康
保
険
料
」
の
納
付
額

証
明
書
は
、
昨
年
10
月
に
郵
送
し
て
い
ま

す
が
、
９
月
３
日
以
降
に
加
入
届
を
提
出

さ
れ
た
世
帯
に
は
、
証
明
書
を
郵
送
し
て

い
ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

問
収
納
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
７
３
９

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
、
家
族
で

介
護
し
て
い
る
方
に
、
慰
労
金
を
支
給
し

ま
す
。 

▼
対
象 

平
成
30
年
４
月
１
日
以

降
、
要
介
護
３
以
上
の
高
齢
者
を
１
年
以

上
介
護
し
て
い
る
家
族 

▼
主
な
要
件
（
全

て
に
該
当
す
る
方
） ・
要
介
護
者
が
対
象
と

な
る
１
年
間
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
日
数
の
合
計
が
10
日
以
内
（
福
祉
用

具
貸
与
、
福
祉
用
具
購
入
お
よ
び
住
宅
改

修
は
除
く
。）
で
あ
り
、
医
療
機
関
へ
の

入
院
日
数
が
90
日
以
内
で
あ
る
こ
と
・
要

介
護
者
、
介
護
者
と
も
に
市
・
県
民
税
非

課
税
世
帯
で
、
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な

い
こ
と 

▼
支
給
額 
年
額
10
万
円 

▼
持
参

物 

要
介
護
者
の
介
護
保
険
証
、
介
護
者

の
印
鑑
、
振
込
先
の
金
融
機
関
の
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の
、
本
人
確
認
書
類 

申

問 

介
護
保
険
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
７
９
５
、
小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

介
護
保
険
課
、
各
総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ

ス
課
（
秋
穂
、
阿
知
須
、
徳
地
、
阿
東
）

　
出
産
を
望
ま
れ
不
妊
治
療
を
受
け
て
い

る
ご
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
流
産
や
死
産
、
新
生
児

死
等
を
繰
り
返
す
不
育
症
の
治
療
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

▼
対
象
期
間  

平
成
31
年
４
月
～
令
和
２
年
３
月
末
の
間

に
受
け
た
治
療 

▼
対
象
者 

市
内
に
住
所

を
有
す
る
法
律
上
の
夫
婦
で
前
年
の
所
得

額
の
合
計
が
７
３
０
万
円
未
満
の
方

※
申
請
書
の
様
式
は
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入

手
可
。
詳
細
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。 

問 

子
育
て
保
健
課
☎
０
８
３

９
２
１


７
０
８
５
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
で
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊

急
情
報
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す

る
た
め
、
市
内
で
緊
急
情
報
伝
達
手
段
の

試
験
を
行
い
ま
す
。 

▼
日
時 

２
月
19
日

（
水
）
11
時
ご
ろ 

▼
伝
達
方
法 

①
防
災
行

政
無
線
…
電
子
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
「
３
秒
吹

鳴
後
２
秒
休
み
×
４
回
」、「
音
声
放
送
」

②
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
（
山
口
・
小
郡
地

域
の
み
）
…
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
「
３
秒
吹
鳴
後
２
秒
休
み
×
４
回
」
③

市
防
災
メ
ー
ル
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
山
口
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の

テ
ロ
ッ
プ
掲
載 

問
防
災
危
機
管
理
課
☎

０
８
３

９
３
４

２
７
２
３

　

１
月
17
日
は
、「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
」、
１
月
15
日
か
ら
21
日
は
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」で
す
。市
で
は
、

次
の
期
間
中
、
防
災
に
関
連
し
た
展
示
を

行
い
ま
す
。 

▼
期
間 

１
月
15
日
（
水
）
～

21
日
（
火
） 

▼
場
所 

山
口
総
合
支
所
１
階

市
民
ホ
ー
ル 

▼
内
容 

防
災
グ
ッ
ズ
等
の

展
示 

問
防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３


９
３
４

２
７
２
３

　
事
業
者
が
、
市
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
に
事
業
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
に
は
許

可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
資
源
物
を
持
ち

込
む
場
合
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。
一
般

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
に
委
託
さ
れ
て
い

る
場
合
も
、
事
業
者
ご
と
に
許
可
等
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
の
申
請
受

付
は
１
月
22
日（
水
）か
ら
開
始
し
ま
す
。 

申
問 

環
境
施
設
課
☎
０
８
３

９
４
１


２
１
８
８

▼
期
日 

２
月
11
日
（
火・祝
） 

【
日
の
丸
行
進
】
▼
時
間 

10

時 

▼
場
所 

亀
山
公
園
ふ
れ

あ
い
広
場
（
中
河
原
73

１
）

出
発 

【
自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
・
祝
賀
式
典
・

祝
餅
配
り
等
】
▼
時
間 

10
時
45
分 

▼
場
所 

市
民
会
館 　

山
口
市
建
国
記
念
の
日
奉

祝
会　

原
田
さ
ん
☎
０
８
３

９
２
７


０
６
６
３

　
山
口
市
産
業
交
流
拠
点
施

設
内
に
設
置
す
る
「
産
業

交
流
ス
ペ
ー
ス
」
の
指
定

管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

▼
募
集
要
項
・
仕
様

書
の
配
布
期
間 

３
月
２
日

（
月
）
ま
で 

▼
申
請
書
の
受
付
期
間 

１
月

27
日
（
月
）
～
３
月
２
日
（
月
） 

▼
指
定

期
間 

令
和
３
年
度
か
ら
３
年
間 

申
問 

ふ

る
さ
と
産
業
振
興
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
９
２
８
※
詳
細
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

参
照

記号例　　場所　　申し込み　　問い合わせ ●料金や申し込みが必要な場合のみ本文中に記載しています。問申所

介護保険利用者の医療費控除

　介護保険課 ☎ 083-934-2795、小郡保健福祉センター内
介護保険課、各総合支所総合サービス課（秋穂、阿知須、
徳地、阿東）

※医療費控除については、山口税務署 ☎ 083-922-1340（音
声ガイダンスに従い、番号を選択してください。）または、
市民税課 ☎ 083-934-2735

問

所得税の確定申告または市・県民税申告で、医療費控
除の対象となる場合があります。
介護サービス費の医療費控除
介護保険サービス利用の自己負担額が、医療費控除の
対象となる場合があります。支払額から高額介護サー
ビス費等の保険から補填される金額を差し引いた金額
が対象となります。
●医療費控除を受けるためにご準備いただくもの
医療費の明細書（介護サービス利用料領収書等に記
載された医療費控除対象額を集計したもの）

おむつ代の医療費控除
介護保険の要介護認定を受けている方が、おむつを必
要と判断された場合には、おむつ代が医療費控除の対
象となります。
●控除を受けるためにご準備いただくもの
・おむつ代の金額等が記載された明細書
・医師が発行する証明書（おむつ使用証明書）
※２年目以降で要件に該当する方は、市で証明書を発行
することができます。詳細は、お問い合わせください。

対象となる治療 助成額
一般不妊治療（医療保険の

適用となる不妊治療） 1 年度当たり
３万円以内人工授精

（医療保険適用外）

体外受精、顕微授精、
男性不妊

（医療保険適用外）

１回の治療につき 15 万円
以内（初回の治療に限り
30 万 円 以 内。 体 外 受 精、
顕微授精は治療内容により
上限が７万５千円の場合が
あります。）

不育症の治療および検査
（医療保険適用の有無を

問わない）
１年度当たり
20 万円以内

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談

暮
ら
し

令
和
元
年
分
確
定
申
告 

申
告
・
相
談
の
お
知
ら
せ

令
和
元
年
分
保
険
料
納
付
額

証
明
書
を
郵
送
し
ま
す

在
宅
介
護
者
に
家
族
介
護

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施

事
業
者
の
ご
み
の
持
ち
込
み
に
は

許
可
が
必
要
で
す

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

山
口
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
大
会

不
妊
お
よ
び
不
育
症
の

治
療
費
助
成

募
集

指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

問

問

問

申

問

問
申

問

問

問

問
申

問
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検
査
お
よ
び
身
体
検
査 　
　
　

 

第
１

回
は
令
和
２
年
４
月
10
日
（
金
）
ま
で

に
、
自
衛
隊
山
口
募
集
案
内
所
（
中
央

四
丁
目
４

12
）
☎
０
８
３

９
２
５


８
２
３
１

　
次
の
通
り
で
す
。
な
お
、
県
最
低
賃
金

は
令
和
元
年
10
月
５
日
か
ら
８
２
９
円
に

改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
☎

０
８
３

９
９
５

０
３
７
２

　
令
和
２
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専
修

学
校
等
の
卒
業
予
定
者
（
大
学
の
場
合
４

年
生
が
対
象
）
お
よ
び
求
職
中
の
一
般
の

方
を
対
象
と
し
た
企
業
合
同
就
職
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。 

▼
日
時 

２
月
４
日（
火
）

有
し
、
令
和
２
年
７
月
１
日
現
在
、
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
者
（
２
）
技
能
…

日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
２
年
７
月
１

日
現
在
、
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能

「
国
家
免
許
資
格
（
衛
生
・
語
学
・
整

備
・
情
報
処
理
・
通
信
・
電
気
・
建
設
・

放
射
線
管
理
・
法
務
・
船
舶
）」
に
応
じ

53
歳
～
55
歳
未
満
の
者 

▼
試
験
日 

第

１
回
…
令
和
２
年
４
月
18
日
（
土
）
か

ら
22
日
（
水
）
ま
で
の
指
定
す
る
１
日
、

第
２
回
…
令
和
２
年
10
月
３
日
（
土
）

か
ら
６
日
（
火
）
ま
で
の
指
定
す
る
１

日 

▼
試
験
科
目 

（
1
）
一
般
…
筆
記
試

験
、
面
接
、
適
性
検
査
お
よ
び
身
体
検

査
（
２
）
技
能
…
小
論
文
、
面
接
、
適
性

を
務
め
ら
れ
た
方
を
除
く
。 　

  

１
月
31

日
（
金
）
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業
、
募
集
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、
応

募
理
由
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

企
画
調
整
課
（
〒
５
３
０

０
０
４
２

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
橋
一
丁
目
８


75
）
☎
０
６

６
８
８
１

３
４
０
６

パhttp://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/
kinki/

▼
応
募
資
格 

（
１
）
一
般
…
日
本
国
籍
を

　　

新
本
庁
舎
整
備
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を

設
計
に
反
映
す
る
た
め
の
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。（
３
回
程
度

の
開
催
を
予
定
） 

▼
日
時 
【
第
１
回
】
２

月
16
日
（
日
）
９
時
～
12
時
※
第
２
回

以
降
も
原
則
日
曜
日
９
時
～
12
時
の
開

催
を
予
定
。
各
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。 
▼
場

所 

山
口
総
合
支
所
第
10
会
議
室 

▼
定

員 

40
人
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場
合
、

男
女
比
や
年
齢
構
成
な
ど
考
慮
し
て
決

定
） 

▼
参
加
資
格 

市
内
に
居
住
、
通
勤
、

通
学
さ
れ
て
い
る
方
な
ど(

高
校
生
以

上) 

申
問 

２
月
７
日
（
金
）
17
時
ま
で

に
、
所
定
の
申
込
書
に
〒
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
代
、
電
話
番
号
等
を
記
入
の

上
、
F
A
X
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
郵
送
、
持

参
の
い
ず
れ
か
で
、
本
庁
舎
整
備
推
進

室
☎
０
８
３

９
３
４

４
１
５
１
フ

０
８
３

９
３
４

２
９
４
４
※
申
込

書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
、
各
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
取
得
可
能
。

　
法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
困
り
ご
と

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
相
談
内
容
は
初
め
て
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
相
談
時
間
は
15
分
程
度
で
す
。

相
談
内
容
に
関
す
る
書
類
等
が
あ
れ
ば
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時 

１
月
29
日

（
水
）
13
時
30
分
～
16
時 

▼
場
所 

男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
中
央
二
丁
目
５

１
） 

▼
対
象 

市
民
先
着
20
人
（
要
予
約
） 

申
問 

１
月
23
日
（
木
）
～
28
日
（
火
）
に
、
電

話
で
市
民
相
談
室
☎
０
８
３

９
３
４


２
８
８
６

　
消
防
団
は
、
日
頃
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
、
災
害
等
の
発
生
時
に
は
地

域
を
守
る
と
と
も
に
、
平
時
に
お
い
て
も
、

災
害
に
備
え
て
の
訓
練
や
火
災
予
防
広

報
、
消
防
機
材
の
整
備
点
検
等
に
従
事
し

ま
す
。
男
性
だ
け
で
な
く
女
性
も
活
躍
し

て
い
ま
す
。 

▼
消
防
団
員
の
身
分 

非
常
勤

特
別
職
の
地
方
公
務
員 

▼
入
団
資
格 

市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
（
在
学
）
し
、
地

域
防
災
に
熱
意
を
持
っ
て
い
る
18
歳
以
上

の
人 

▼
主
な
待
遇 
年
報
酬
、
出
動
手
当

等
の
支
給
、
活
動
服
な
ど
の
貸
与
、
公
務

災
害
補
償
制
度 

問 

消
防
本
部
警
防
課
☎

０
８
３

９
３
２

２
２
０
２

▼
任
期 

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
３

年
３
月
31
日
ま
で 

▼
対
象 

森
林
・
林
業

お
よ
び
国
有
林
に
関
心
の
あ
る
20
歳
以

上
の
方
。
た
だ
し
、
国
会
お
よ
び
地
方

議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
お
よ
び
常

勤
の
国
家
公
務
員
、
平
成
29
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
ま
で
連
続
し
て
モ
ニ
タ
ー

産業区分 時間額
鉄鋼業、非鉄金属製錬・
精製業、非鉄金属・同合
金圧延業、非鉄金属素形
材製造業

966 円

電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

892 円

輸送用機械器具製造業 936 円

百貨店、総合スーパー 852 円

宝くじは地域社会の健全な発展を応援しています

 令和元年度コミュニティ助成事業
（一財）自治総合センターでは、宝くじの収益により
コミュニティ助成事業を行っています。この事業を活
用した場合、施設備品等に右記の「クーちゃん」を表
示し、広報紙で紹介しています。地域コミュニティ活
動と密接に関わるクーちゃんを、皆さんのお近くでも
ぜひ探してみてください。

■ 吉敷地域
コーン、テント、アンプ・マイ
ク等の音響設備、テレビ、机、
椅子

■ 大歳地域
スピーカー・マイク等の音
響設備、カメラ、テント

今年度、吉敷と大歳の２地域が採択され、コミュニティ活動に必要な
備品を購入しました。今後も順次、各地域の備品を整備していく予定
です。詳しい活動実績については、ウェブサイトをご覧ください。

　　協働推進課 ☎ 083-934-2981 問問

▲椅子

▲テント▲コーン、机

　 ▼ ス ピ ー
カー・マイク
等の音響設備

テ
ン
ト

▼

▼

10
時
～
12
時
30
分
、
13
時
30
分
～
16
時 

▼

場
所 

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
小
郡
黄
金

町
１

１
） 

▼
内
容 

参
加
企
業
の
採
用
担

当
者
と
大
学
生
等
お
よ
び
一
般
求
職
者
と

の
面
談
（
選
考
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

問
山
口
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３


９
７
６

１
１
４
５

　
職
業
訓
練
の
受
講
に
よ
り
再
就
職
に
有

利
な
技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

▼
受
講
期
間 

４
月
３
日

（
金
）
～
９
月
30
日
（
水
） 

▼
対
象 

公
共

職
業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
が
得
ら
れ
る

方
ま
た
は
一
般
求
職
者 

▼
募
集
科 

機
械

Ｃ
Ａ
Ｄ
科
、
金
属
加
工
科
、
電
気
設
備
技

術
科
、
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
科 

▼
入

所
選
考
日 

３
月
14
日
（
土
） 

▼
料
金 

無
料

（
教
科
書
、
作
業
帽
等
は
個
人
負
担
） 　
申

問 

２
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
山
口
☎
０
８
３

９
２
２


２
１
４
３

　
自
分
に
合
っ
た
仕
事
が
知
り
た
い
方
に

向
け
て
、
適
職
診
断
を
実
施
し
ま
す
。 

▼

日
時 

１
月
23
日
（
木
）、
２
月
13
日
（
木
）

10
時
か
ら
、
10
時
30
分
か
ら
、
11
時
か

ら
、
11
時
30
分
か
ら
（
要
予
約
） 

▼
場
所 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山
口
（
神
田
町
１

75
） 

▼
対
象 

39
歳
ま
で
の
就
活
中
の
方 

問 

ほ

う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
防

府
市
栄
町
１

１

17
）
☎
０
８
３
５


２
８

３
８
０
８

▼
日
時 

１
月
19
日
（
日
）
13
時
30
分
～
16

時 

▼
場
所 

中
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

Ｎ
ａ
ｃ
多
目
的
ホ
ー
ル
（
中
市
町
３

13
） 

▼
内
容 

共
生
社
会
の
実
現
「
と
も
に
笑
っ

て
、
認
め
あ
え
る
街
」
を
目
指
し
て
①

映
像
紹
介
…
障
が
い
の
あ
る
方
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
な
ど
が
一
緒
に
な
っ
て
「
ま

ち
が
え
る
食
堂
」
を
作
り
上
げ
る
ま
で
の

姿
を
解
説
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
③
講
座
終

了
後
に
は
、
会
場
前
で
も
ち
ま
き
を
行
い

ま
す
。 

▼
講
師 

佐
藤
真
澄
氏
（
山
口
学
芸

大
学
教
育
学
部
教
授
） 

▼
託
児 

先
着
５
人

程
度
（
要
申
し
込
み
） 

▼
そ
の
他 

要
約
筆

記
者
、
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま
す
。 

申

問 

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３

９
３
４

２
９
８
８
フ
０
８
３


９
３
４

４
１
４
２

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
S
N
S

の
利
用
拡
大
に
伴
い
、
青
少
年
が
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
た
り
、
加
害
者
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
す
る
事
案
が
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
情
報
機
器
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
ル
ー
ル
作
成
等
に
つ
い
て
、
講
師
派

遣
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
研
修
会
を
ご

希
望
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。     

社
会
教
育
課
☎
０
８
３


９
３
４

２
８
６
５

【
①
災
害
時
に
備
え
た
太
陽
光
発
電
講
座
】      

　
災
害
に
よ
る
停
電
発
生
時
に
太
陽
光
発

電
は
活
用
で
き
る
か
な
ど
、
環
境
に
や
さ

し
い
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
学
び
、
さ
ま

ざ
ま
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。 

▼
日
時 

１
月
25
日
（
土
）
10
時
～
11
時
30
分 

▼
場

所 

大
殿
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
講
堂 

▼
定

員 

40
人 

▼
講
師 

今
村
主
税
氏
（
山
口
県

立
大
学
准
教
授
）、
津
田
龍
春
氏
（
㈱
エ
ボ

リ
ュ
ー
シ
ュ
ン
） 【
②
未
来
を
変
え
る
買
い

物
講
座（
エ
シ
カ
ル
消
費
）】日
常
的
に
行
っ

て
い
る
買
い
物
に
「
環
境
」
と
い
う
視
点

を
加
え
、
環
境
に
配
慮
し
た
消
費
と
は
な

に
か
を
学
び
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。 

▼

日
時 

２
月
18
日
（
火
）
10
時
～
11
時
30
分 

▼
場
所 

コ
ー
プ
こ
こ
と
ど
う
も
ん
店
（
道

場
門
前
一
丁
目
１

18
）  

▼
定
員 

20
人 

▼
講
師 

今
村
主
税
氏
（
山
口
県
立
大
学
准

教
授
） 

申
問 

①
は
１
月
22
日
（
水
）
ま
で

に
、②
は
２
月
10
日
（
月
）
ま
で
に
、電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、〒
住

所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
、
温
暖
化
と
め
る
っ

ち
ゃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
ぐ
ち
☎
０
８
３


９
４
１

２
１
８
１
フ
０
８
３

９
２
７


１
５
３
０
メtom

eruccha@
orion.

ocn.ne.jp

市
民
対
象
の

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

令
和
２
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

消
防
団
員
募
集

令
和
２
年
度
採
用 

予
備
自
衛
官
補

（
一
般
・
技
能
）
の
募
集

市
民
講
座
「
障
が
い
者
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
」

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口

４
月
期
受
講
生
募
集

山
口
県
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
改
正

ふ
る
さ
と
山
口
企
業
合
同

就
職
フ
ェ
ア

若
者
の
た
め
の

適
職
診
断
を
実
施
し
ま
す

ネ
ッ
ト
社
会
と
の

つ
き
合
い
方
を
学
び
ま
せ
ん
か

温
暖
化
と
め
る
っ
ち
ゃ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
ぐ
ち
講
座

産
業

講
座

新
本
庁
舎
整
備
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
募
集

記号例　　場所　　申し込み　　問い合わせ ●料金や申し込みが必要な場合のみ本文中に記載しています。問申所

問
申

問
申

問
申

問 問

問

問

問
申
所

問
申

問

申

問
申
所

問
申
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▼
日
時 
１
月
25
日
（
土
）
10
時
～
11
時
30

分 

▼
場
所 
翠
山
荘
（
湯
田
温
泉
三
丁
目

１

１
） 
▼
演
題 
意
外
と
知
ら
な
い
中
南

米
の
人
た
ち
の
暮
ら
し 

▼
講
師 

中
野
幸

郎
氏
（
多
文
化
共
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
） 

▼
定
員 

先
着
40
人 　
　

 
山
口
ユ
ネ
ス
コ

協
会
事
務
局
（
市
社
会
教
育
課
内
）
☎

０
８
３

９
３
４

２
８
６
５

　
大
村
益
次
郎
に
関
す
る
歴
史
講
座
を
開

催
し
ま
す
。 

▼
日
時 

第
１
回
…
２
月
９

日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
、
第
２
回
…

２
月
23
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時 

▼

演
題 

第
１
回
「
大
村
益
次
郎
を
め
ぐ
る

人
々
～
人
生
を
変
え
る
出
会
い
が
歴
史
を

変
え
た
～
前
編
」、
第
２
回
「
大
村
益
次

郎
を
め
ぐ
る
人
々
～
人
生
を
変
え
る
出
会

い
が
歴
史
を
変
え
た
～
後
編
」 

▼
講
師 

松

前
了
嗣
氏
（
防
長
史
談
会
山
口
支
部
長
） 

▼
定
員 

30
人
（
先
着
順
、
２
回
連
続
で
受

講
で
き
る
方
） 　
　
　

 

１
月
12
日
（
日
）

か
ら
、
電
話
で
鋳
銭
司
郷
土
館
（
鋳
銭

司
１
４
２
２
）
☎
フ
０
８
３

９
８
６


２
３
６
８

【
①
和
菓
子
作
り
体
験
】 

▼
日
時 

３
月
15
日

（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

▼
内
容 

用

意
さ
れ
た
生
地
を
使
っ
て
和
菓
子
（
２
種

類
）
を
作
る 

▼
講
師 

設
楽
浩
治
氏
（
風

月
堂
職
長
） 

▼
定
員 

20
人
（
抽
選
）
初
め

て
の
方
歓
迎 

▼
料
金 

８
８
０
円
【
②
そ
ば

打
ち
体
験
】 

▼
日
時 

１
月
26
日
（
日
）、
２

月
27
日
（
木
）、
３
月
26
日
（
木
）、
い
ず

れ
も
13
時
30
分
～
16
時 

▼
内
容 

打
っ
た

そ
ば
３
人
前
（
そ
ば
だ
し
付
き
）
を
お
持

ち
帰
り
▼
定
員 

各
日
14
人
（
抽
選
） 

▼
料

金 

１
０
０
０
円 　
　
　

 

①
は
２
月
20
日

（
木
）
ま
で
に
、
②
は
各
月
の
20
日
ま
で

に
、
山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー

（
下
竪
小
路
12
）
☎
０
８
３

９
２
８


３
３
３
３

　

整
理
収
納
・
片
付
け
・

資
源
ご
み
分
別
処
分
講

座
の
後
に
、
お
仕
事
の

説
明
を
し
ま
す
。
▼
日
時 

１
月
30
日
（
木
）
13
時
～
15
時
30
分 

▼

場
所 

山
口
市
菜
香
亭
（
天
花
一
丁
目
２


７
） 

▼
対
象 

市
内
在
住
で
50
歳
以
上

の
女
性
先
着
50
人
） 

▼
講
師 
矢
吹
信
子

氏
（
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
） 
▼
持

参
品 

当
日
入
会
さ
れ
る
方
は
会
費
、
印

鑑 　
　

 

１
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
、
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３


９
２
４

５
３
９
６

【
個
人
講
習
】 

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。（
30
分
単
位
、

最
大
２
時
間
ま
で
） 

▼
日
時 

１
月
23
日

（
木
）、
２
月
６
日
（
木
）、
19
日
（
水
）、

３
月
５
日（
木
）、19
日（
木
）10
時
～
12
時
、

13
時
～
15
時 

▼
場
所 

市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
上
竪
小
路
89

１
） 

▼
料
金 

30
分
５
５
０
円 

▼
持
参
品 

パ
ソ
コ
ン 

【
出

前
講
座
】 

講
師
が
出
前
し
ま
す
。
数
人
の

グ
ル
ー
プ
で
学
べ
ま
す
。 

▼
日
時
・
場
所 

ご
希
望
の
日
時
・
場
所
に
伺
い
ま
す
。 

▼

料
金 
２
人
以
上
の
受
講
で
講
師
１
人
の
場

合
２
時
間
で
３
３
０
０
円 【
訪
問
講
習
】 

講

師
が
お
宅
に
訪
問
し
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

学
べ
ま
す
。 
▼
日
時
・
場
所 

ご
希
望
の
日

時
・
場
所
に
伺
い
ま
す
。 

▼
料
金 

２
時
間

２
２
０
０
円 　
　

 
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
０
８
３

９
２
４

５
３
９
６

【
介
護
の
ゆ
く
え
（
全
2
回
）】 

▼
日
時 

①
２
月
1
日
（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分
②
２

月
15
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

▼
内
容 

少
子
高
齢
化
時
代
、
介
護
を
担

う
の
は
社
会
な
の
か
家
族
な
の
か
、
今

あ
る
問
題
と
こ
れ
か
ら
の
介
護
を
考
え

ま
す
。 

▼
講
師  

田
中
耕
太
郎
氏
（
放

送
大
学
客
員
教
授
） 

▼
託
児 

３
日
前
ま

で
に
要
予
約
、
６
カ
月
以
上
の
未
就
学

児
、
無
料 　
　
　

 

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
〒
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
、
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
（
中
央
二
丁
目
５

１
）
☎

フ
０
８
３

９
３
４

２
８
４
１
メ

m
w

3kaku@
c-able.ne.jp

　
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
女
性
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
方
々
に
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
や
取

り
組
み
、
そ
し
て
未
来
に
繋
ぎ
た
い
想

い
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

▼
日
時 

２
月
８

日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時
40
分 

▼
場

所 

カ
リ
エ
ン
テ
山
口
（
湯
田
温
泉
五
丁

目
１

１
） 

▼
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー 

加
登

田
惠
子
氏
（
山
口
県
立
大
学
学
長
）、
久

保
田
后
子
氏
（
宇
部
市
長
）、
新
谷
文
子

氏
（
新
谷
酒
造
株
式
会
社
取
締
役
） 

▼

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

相
本
艶
子
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
会

議
理
事
長
） 

▼
定
員 

２
５
０
人 

▼
料
金 

３
０
０
円 　
　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
ぐ
ち

男
女
共
同
参
画
会
議
☎
０
８
３

９
２
７


４
４
８
０

【
お
ふ
く
ろ
の
味 

日
本
の
伝
承
料
理
】 

▼

日
時 

２
月
１
日
（
土
）
10
時
～
13
時 

▼

内
容 

伝
統
料
理
と
現
代
の
食
文
化
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
春
の
会
席
膳 

▼
講
師 

藤
家

幸
子
氏
（
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
） 

▼
定
員 

先
着
20
人 

▼
料
金 

１
９
０
０
円 

【
生
活
工
房 

モ
ラ
で
春
の
作

品
作
り
】 

▼
日
時 

３
月
６
日
（
金
）
10

時
～
12
時 

▼
内
容 

モ
ラ
の
手
法
で
桜
の

小
物
作
り
を
楽
し
む 

▼
講
師 

田
村
裕
子

氏
（
モ
ラ
作
家
） 

▼
定
員 

先
着
20
人 

▼

料
金 

１
８
０
０
円 　
　
　

 

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
の
有
無
、
託
児
（
６
カ

月
以
上
１
人
１
講
座
に
つ
き
３
０
０
円

必
要
）
の
有
無
、
講
座
名
を
働
く
婦
人

の
家
（
〒
７
５
３

０
０
５
６
湯
田
温

泉
五
丁
目
１

１
）
☎
０
８
３

９
２
１


１
９
２
９

▼
日
時 

２
月
15
日
（
土
）
９
時
30
分
～

12
時 

▼
内
容 

椎
茸
栽
培
の
基
本
知
識
と

菌
打
ち
作
業
体
験 

▼
対
象 

30
人
（
応

募
多
数
の
場
合
抽
選
）
▼
料
金 

５
０
０

円
（
椎
茸
原
木
代
含
む
） 　
　
　

 

１
月

31
日
（
金
）
必
着
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

〒
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
山
口
森
林
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
〒
７
５
３

０
２
１
１
大
内
長

野
１
９
７
８
）
☎
０
８
３

９
２
７


２
０
３
９

　
果
実
・
野
菜
の
科
学
～
収
穫
後
の
「
お

い
し
さ
」
を
保
つ
た
め
に
～ 

▼
日
時 

２

月
17
日
（
月
）
13
時
30
分
～
15
時 

▼
定

員 

先
着
50
人 

▼
講
師 

山
内
直
樹
氏
（
放

送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
、

山
口
大
学
名
誉
教
授
） 　
　
　

 

仁
保
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３

９
２
９


０
１
０
５
、
フ
０
８
３

９
２
９


０
１
２
５
メniho@

city.yam
aguchi.

lg.jp

　
「
明
治
維
新
を
成
し
た
の
は
、
高
杉
晋

作
、
桂
小
五
郎
た
ち
だ
け
で
は
な
い
。」

人
知
れ
ず
維
新
を
成
す
た
め
に
働
い
た
志

士
た
ち
の
活
躍
し
た
地
域
に
講
師
が
出
向

き
、
お
話
し
ま
す
。 

▼
期
日
・
場
所 

２

月
23
日
（
日
）
大
内
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

／
３
月
14
日
（
土
）
仁
保
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

◆
い
ず
れ
も 

▼
時
間 

14
時
～
16
時 

▼
定
員 

50
人 

▼
講
師 

樹
下
明
紀
氏
（
歴

史
研
究
家
） 　
　
各
講
座
の
前
日
ま
で
に
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
、
〒
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
や
ま
ぐ
ち
街

な
か
大
学
事
務
局
☎
０
８
０

５
２
３
８


３
３
９
８
フ
０
８
３

９
３
４


３
５
１
８

　
山
口
県
を
拠
点
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民

族
音
楽
で
あ
る
バ
リ
・
ガ
ム
ラ
ン
の
演
奏

活
動
を
行
っ
て
い
る
ガ
ム
ラ
ン
デ
ュ
オ
、

shanti sw
ari

（
サ
ン
テ
ィ 
ス
ワ
リ
）
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、

多
種
あ
る
ガ
ム
ラ
ン
楽
器
の
中
か
ら
、「
天

国
の
声
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
グ
ン
デ
ル 

ワ

ヤ
ン
」
と
い
う
楽
器
を
メ
イ
ン
に
お
届
け

し
ま
す
。 

▼
日
時 

１
月
25
日
（
土
）
17

時
10
分
～ 　
　

 

中
央
図
書
館
☎
０
８
３


９
０
１

１
０
４
０

       やまぐちエコ倶楽部（大内御堀 10489-8）☎ 083-927-7122

講 座 名 期　日

モチーフ編みで鍋つかみ 5（水）、19（水）

さき織り※ 1 6（木）、13（木）、20（木）

和服に親しむ 8（土）

卓上手織りをたのしむ ※ 2 13（木）、27（木）

余り布でアイピロー 14（金）、28（金）

残り毛糸の手あみ 14（金）、28（金）

布の花 18（火）

モラ「卓球のラケット」 18（火）

※1　受講期間は 1 年間です。2 月は見学のみ可
※2　13 時～ 15 時

リサイクルプラザ
2月のアイデア講座

【おもちゃの病院受付】2 月 9 日（日）10 時 ～ 11 時 30 分
清掃工場工事のため、令和元年 10 月～令和 2 年 2 月まで
フリーマーケットはお休みです。
次回のフリーマーケットは 3 月 8 日（日）です。

問
 持参品等詳細は、☎または　  【山口市リサイクルプラザ】で検索

● 時間　10 時 〜 12 時　 ● 料金　無料（材料費実費）

山懐（やまふところ）に抱かれて

　　　 山口情報芸術センタースタジオ C
　　　 一般 1,300 円／ any 会員・25 歳以下・65
歳以上・同行の介助者 800 円

山口情報芸術センター［YCAM］（中園町 7-7）
☎ 083-901-2222 　 http://www.ycam.jp/

場所
料金

期日 上映開始時間
1 月 24 日（金） 13:00
1 月 25 日（土） 15:55
1 月 26 日（日） 13:30
1 月 30 日（木） 10:30
1 月 31 日（金） 12:45
2 月 1 日（土） 15:55
2 月 2 日（日） 13:30

「ふたりの桃源郷」を大
ヒ ッ ト さ せ た NNN ド
キュメント映画化シリー
ズ最新作。山を切り開き
四季を通じて牛を完全放
牧し、自然に近い環境で育む “ 山地酪農 ” に挑む
大家族。そのひたむきな日々を、24 年間にわた
り追い続けたドキュメンタリー映画。（2019 年
／日本／ 103 分／監督：遠藤隆）

※

※上映終了後、遠藤隆監督の舞台挨拶あり

鋳
銭
司
郷
土
館
歴
史
講
座

シ
ニ
ア
女
性
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

応
援
セ
ミ
ナ
ー

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
ぽ
ぽ
ら
講
座

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い

パ
ソ
コ
ン
教
室

ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
の

体
験
講
座

「
未
来
に
繋
ぐ
や
ま
ぐ
ち
の

女
性
活
躍
」
公
開
講
座

や
ま
ぐ
ち
街
な
か
大
学 

令
和
元
年
度
連
続
特
別
講
座

椎
茸
栽
培
教
室

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

放
送
大
学
市
内
21
地
域
巡
回
講
座

イ
ベ
ン
ト

山
口
ユ
ネ
ス
コ
公
開
講
座

聴
講
者
募
集

働
く
婦
人
の
家
講
座

記号例　　場所　　申し込み　　問い合わせ ●料金や申し込みが必要な場合のみ本文中に記載しています。問申所

問
申
所

問
申問

申

問
申

問
申

問
申

問
申
所 問

申
所

問
申
所

問
申
所

問
申
所

問
所
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鹿
児
島
市
立
図
書
館
と
山
口
市
立
中
央
図

書
館
の
共
催
企
画
で
す
。 

▼
日
時 

２
月
２

日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分
（
13
時
開

場
） 

▼
場
所 
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ジ
オ
Ａ 

▼
演
題 
西
郷
隆
盛
、
木
戸
孝
允

の
逆
転
人
生
～
明
治
維
新
の
立
役
者
た
ち
の

光
と
影
～ 

▼
定
員 

先
着
３
０
０
人 

▼
講
師 

松
前
了
嗣
氏
（
防
長
史
談
会
山
口
県
本
部
山

口
支
部
支
部
長
）、
東
川
隆
太
郎
氏
（
ま
ち

づ
く
り
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
か
ご
し
ま
探
検

の
会
代
表
理
事
） 　
中
央
図
書
館
☎
０
８
３


９
０
１

１
０
４
０

▼
期
間 

３
月
22
日
（
日
）
ま
で 

▼
料
金 

１
１
０
円
（
18
歳
以
下
・
70
歳
以
上
の
方
、

障
が
い
が
あ
る
方
お
よ
び
同
行
の
介
護
者

は
無
料
）【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
展
示
解

説
）】 

▼
日
時 

１
月
19
日
（
日
）、
２
月
16

日
（
日
）
13
時
30
分
～
14
時 　
　
　

 

歴

史
民
俗
資
料
館
（
春
日
町
５

１
）
☎
フ

０
８
３

９
２
４

７
０
０
１

　
子
ど
も
向
け
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
昔

の
く
ら
し
を
体
験
で
き
ま
す
。 

▼
日
時 

１
月
19
日
（
日
）
10
時
～
16
時
「
お
正
月

あ
そ
び
」、
２
月
16
日
（
日
）
10
時
～
16

時
「
炭
火
ア
イ
ロ
ン
」 　
　

 

歴
史
民
俗
資

料
館
）（
春
日
町
５

１
）
☎
フ
０
８
３


９
２
４

７
０
０
１

　

市
内
の
小
学
５・
６
年
生
よ
り
募
集
し

た
、
２
０
２
０
年
の
抱
負
な
ど
新
年
を
漢

字
一
字
で
表
現
し
た
書
展
の
入
賞
作
品

１
０
１
点
を
展
示
し
ま
す
。 

▼
期
間 

２

月
11
日
（
火
・
祝
）
ま
で 

▼
料
金 

大
人

１
０
０
円
、
小
人
50
円
（
大
広
間
観
覧
料

を
含
む
） 

▼
表
彰
式 

１
月
25
日
（
土
）
10

時
か
ら
。
山
口
高
校
書
道
部
生
徒
１
人
に

よ
る
大
字
書
の
揮
毫
も
行
い
ま
す
。 

問 

山
口
市
菜
香
亭
☎
０
８
３

９
３
４


３
３
１
２

【
筆
あ
そ
び
水
墨
画
展
～
山
口
で
習
い
始

め
た
爺
ち
ゃ
ん
～
】 

繁
冨
健
治
さ
ん
に
よ

る
水
墨
画
を
約
50
点
展
示
し
ま
す
。 

▼

日
時 

２
月
５
日
（
水
）
～
11
日
（
火
・

祝
）
９
時
～
17
時
（
初
日
の
み
12
時
か

ら
、
最
終
日
の
み
15
時
ま
で
）       

山

口
市
菜
香
亭
☎
０
８
３

９
３
４


３
３
１
２

▼
日
時 

２
月
１
日
（
土
）
18
時
～
20

時 

▼
内
容 

山
口
総
鎮
守
で
あ
る
今
八
幡

宮
の
、
大
内
氏
時
代
と
幕
末
を
中
心
に

５
０
０
年
以
上
に
わ
た
る
歴
史
を
紹
介
し

ま
す
。 

▼
定
員 

70
人 

▼
講
師 

小
方
礼
次

氏
（
今
八
幡
宮
宮
司
） 

▼
料
金 

２
０
０
円 

所
申
問 

電
話
で
、
山
口
市
菜
香
亭
（
天

花
一
丁
目
２

７
）
☎
０
８
３

９
３
４


３
３
１
２

　

シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
「
や
さ

し
く
な
り
た
い
」

「
歌
う
た
い
の
バ

ラ
ッ
ド
」
な
ど

数
多
く
の
ヒ
ッ
ト

曲
を
生
み
出
し

て
き
た
斉
藤
和

義
。
約
４
年
ぶ
り
と
な
る
本
市
で
の
ラ

イ
ブ
が
決
定
し
ま
し
た
。 

▼
日
時 

３
月

22
日
（
日
）
17
時
開
演
（
16
時
30
分
開
場
） 

▼
場
所 

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

▼
料
金

全
席
指
定
［
前
売
］
一
般
６
９
０
０
円

※
3
歳
以
上
有
料 

▼
託
児 

３
月
15
日

（
日
）
ま
で
に
要
申
し
込
み 　
　

 

市

文
化
振
興
財
団
☎
０
８
３

９
２
０


６
１
１
１

【
串
山
連
峰
健
康
登
山
～
瀬
戸
を
望
む
、
巨

石
の
山
並
み
～
】 

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地

の
森
の
案
内
人
が
、
１
年
を
通
じ
て
季

節
あ
ふ
れ
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

ご
案
内
し
ま
す
。 

▼
日
時 

２
月
９
日

（
日
）
９
時
～
15
時 

▼
場
所 

秋
穂
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
集
合
※
参
加
者

に
は
別
途
詳
細
案
内
を
郵
送 

▼
定
員 

先

着
20
人 
▼
料
金 

１
０
０
０
円
、
小
中

学
生
５
０
０
円
（
要
保
護
者
同
伴
）
※

別
途
保
険
料
１
人
50
円 
▼
持
参
品
等 

昼

食
、
飲
み
物
、
山
歩
き
に
適
し
た
服
装
、

セ
パ
レ
ー
ト
タ
イ
プ
の
カ
ッ
パ
、
登
山

靴
、
防
寒
着
、
手
袋
、
健
康
保
険
証
の

コ
ピ
ー
な
ど 　
　

 

２
月
５
日
（
水
）
ま

で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

山
口
☎
０
８
３
５

５
６

５
２
３
４

フ
０
８
３
５

５
６-

５
２
３
５
メ

ytherapy@
c-able.ne.jp

　
き
ね
と
臼
で
の
本
格
的
な
餅
つ
き
を
体

験
し
ま
す
。 

▼
日
時 

２
月
23
日
（
日
）

午
前
の
部
10
時
か
ら
／
午
後
の
部
13
時
か

ら 

▼
定
員 

い
ず
れ
も
５
組
約
20
人
（
先

着
順
） 

▼
料
金 

１
組
１
５
０
０
円
（
１
升

約
25
個
） 

▼
持
参
品 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
軍
手
、
持
ち
帰
り
容
器
な
ど  

　
　

 

開
催
日
１
週
間
前
ま
で
に
、
ふ
れ
あ

い
パ
ー
ク
大
原
湖
☎
フ
０
８
３
５

５
８


０
２
０
０

　
桜
咲
く
大
原
湖
畔
周
辺
を
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
散
策
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
昼
食
は
徳
地
の
彩
り
弁
当
を
用
意
し

て
い
ま
す
。 

▼
日
時 

３
月
25
日
（
水
）

９
時
30
分
～
13
時
30
分 

▼
集
合
場
所 

ふ

れ
あ
い
パ
ー
ク
大
原
湖
（
徳
地
野
谷

６
０
５
） 

▼
定
員 

20
人 

▼
料
金  

1
人

１
２
０
０
円
（
昼
食
代
、
保
険
代
含
） 　

　

 

３
月
15
日
（
日
）
ま
で
に
、
や
ま
ぐ

ち
サ
ッ
カ
ー
交
流
広
場
☎
０
８
３
５


５
６

０
８
８
８
フ
０
８
３
５

５
６


０
８
８
７
メya-saka@

c-able.ne.jp

　
秋
穂
を
電
動
自
転
車
で
走
る
、
市
南
部

サ
イ
ク
リ
ン
グ
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
同
じ
、
ほ
ぼ

４
２
．
１
９
５
㎞
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
日

時 

３
月
7
日
（
土
）
新
山
口
駅
北
口
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
９
時
集
合 

▼
所
要
時

間 

約
６
時
間 

▼
対
象 

高
校
生
以
上
（
20

歳
未
満
の
方
は
保
護
者
の
同
意
書
が
必

要
、
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
） 　
　

 

２

月
21
日
（
金
）
ま
で
に
、
山
口
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
☎
０
８
３

９
３
３


０
０
８
８

　

食
に
関
わ
る
異
業
種
が
連
携
し
、「
食

を
通
じ
て
地
域
愛
の
育
み
に
貢
献
す
る
」

南
部
地
域
特
産
品
開
発
会
議
の
担
う
役

割
に
つ
い
て
、
成
果
発
表
や
今
後
の
展

望
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。 

▼
日
時 

１
月

29
日
（
水
）
14
時
か
ら 

▼
場
所 

阿
知
須

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 　

 

県
央
商
工
会
☎

０
８
３
６

６
５

２
１
２
９

　
伝
統
的
ス
キ
ー
「
タ
ー
タ
ー
」
遊
び
や

ソ
リ
を
手
作
り
し
て
阿
東
な
ら
で
は
の

冬
の
一
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

▼

日
時 

２
月
２
日
（
日
）
９

時
～
14
時
※
積
雪
が
な
い

場
合
や
雨
天
の
場
合
は
中

止 

▼
場
所 

船
平
山
（
阿
東

徳
佐
上
） 

▼
内
容 

竹
を
使
っ
た
「
タ
ー

タ
ー
」
で
滑
ろ
う
。
手
作
り
の
ソ
リ
を

作
ろ
う
（
希
望
者
の
み
）。
お
昼
ご
飯
は
、

あ
と
う
和
牛
カ
レ
ー
で
す
。 

▼
対
象 

小

学
３
年
生
～
中
学
生
（
小
学
２
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）
先
着
30
人 

▼
料
金 

子
ど
も
１
７
０
０
円
（
ソ
リ
を
作
ら
な

い
場
合
７
０
０
円
）、大
人
７
０
０
円
（
昼

食
代
） 

▼
主
催 

船
平
山
雪
遊
び
実
行
委

員
会 　
　

 

１
月
28
日
（
火
）
ま
で
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
と
う
☎
０
８
３

９
５
６


２
５
２
６

　

初
級
～
中
級
程
度
の
方

を
対
象
に
、
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
ク
ラ
ス
分
け
を
行

い
、
複
数
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
。 

▼
日
時 

１
月
19
日
（
日
）
10
時
～

15
時 

▼
対
象 

小
学
３
年
生
以
上 

▼
定
員 

20
人 

▼
料
金 

２
０
０
０
円 

▼
そ
の
他 

ス

キ
ー
用
具
の
レ
ン
タ
ル
料
（
ス
キ
ー
板
・

靴
・
ス
ト
ッ
ク
一
式
…
２
０
０
０
円
）、

リ
フ
ト
券
料
金
（
１
回
３
０
０
円
）
は
料

金
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。 　
　
　

１
月
17

日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ

で
、
十
種
ヶ
峰
ス
キ
ー
場
（
阿
東
嘉
年
下

１
１
５
０
５

９
）
☎
０
８
３

９
５
８


０
５
４
７

▼
日
時 

２
月
７
日
（
金
）
～
11
日
（
火
・

祝
）
９
時
30
分
～
15
時
30
分 

▼
場
所 

阿

知
須
商
店
街
、
い
ぐ
ら
造
り
の
街
並
み
周

辺
、
県
央
商
工
会
阿
知
須
支
所
周
辺
な

ど
約
30
カ
所 

▼
内
容 

手
作
り
工
芸
品
約

５
０
０
０
点
の
展
示
、
ひ
な
も
ん
作
り
の

体
験
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
ぜ
ん
ざ
い・

甘
酒
の
接
待
な
ど
日
替
わ
り
イ
ベ
ン
ト 　

 

阿
知
須
の
ひ
な
も
ん
ま
つ
り
実
行
委
員
会

＆
ぷ
ち
街
角
ぎ
ゃ
ら
り
ー
（
県
央
商
工
会

阿
知
須
支
所
内
）
☎
０
８
３
６

６
５


２
１
２
９

▼
日
時 

２
月
８
日
（
土
）
19
時
～
21
時
10

分 

▼
場
所 

山
口
市
菜
香
亭
大
広
間
（
天

花
一
丁
目
２

７
） 

▼
内
容　

ヨ
ハ
ン
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
２
世
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
他
作
曲
の
「
ウ
ィ
ン
ナ
・
ワ
ル

ツ
」
の
名
曲
を
楽
し
む
。 　
や
ま
ぐ
ち
街

な
か
大
学
事
務
局
☎
０
８
０

５
２
３
８


３
３
９
８

▼
日
時 

３
月
１
日
（
日
）
開
会
式
…
９

時
か
ら 

▼
場
所 

や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
ー
ク 

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ 

▼
種
別 

①
男
子
の
部
、
②
女
子
の
部
、
③
混
合

の
部
、
④
山
口
２
部
（
初
級
者
） 

▼
料
金 

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円 　
　

 

２
月
21
日

（
金
）
ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記

の
上
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
事
務
局

（
〒
７
５
３

０
０
１
５
平
野
二
丁
目
９


６
藤
村
様
方
）
☎
フ
０
８
３

９
３
２


７
５
５
０

【
子
ど
も
を
伸
ば
す
大
人
の
工
夫　
～
上
手

な
ほ
め
方
・
し
か
り
方
～
】 

進
級
・
進
学

を
前
に
、
お
子
さ
ん
と
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
の
子
の
個
性

に
あ
っ
た
接
し
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。 

▼
日
時 

２
月
５
日
（
水
）
10
時
～
12
時 

▼
場
所 

小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
小

郡
下
郷
１
４
４
０

１
） 

▼
対
象 

子
育

て
中
の
方
・
興
味
の
あ
る
方
40
人
（
応

募
多
数
の
場
合
抽
選
） 

▼
講
師 

松
岡
勝

彦
氏
（
山
口
大
学
教
育
学
部
教
授
） 

▼
持

参
品 

筆
記
用
具 

▼
託
児 

要
申
し
込
み
、

無
料 　
　

 

１
月
22
日
（
水
）
ま
で
に
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
電
話
で
、
社
会
教
育
課
☎

０
８
３

９
３
４

２
８
６
６

　

管
理
栄
養
士
か
ら
離
乳
食
の
進
め
方

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。 

▼
日
時 

２
月
４

日
（
火
）
10
時
～
11
時
30
分 

▼
内
容 

離

乳
食
の
基
本
に
関
す
る
講
話
の
あ
と
、

出
汁
の
と
り
方
や
食
材
の
大
き
さ
、
つ

ぶ
し
方
な
ど
簡
単
な
調
理
実
習
を
行
い

図
書
館
薩
長
同
盟
講
演
会

れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

菜
香
亭
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

十
種
ヶ
峰
ス
キ
ー
場
ス
キ
ー
教
室

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
イ
ベ
ン
ト

大
原
湖
イ
ベ
ン
ト

企
画
展

「
暮
ら
し
の
民
具
～
冬
の
山
口
～
」

大
原
湖
で
桜
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

山
口
市
南
部

サ
イ
ク
ル
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

南
部
地
域
特
産
品

開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

阿
知
須
の
ひ
な
も
ん
ま
つ
り

＆
ぷ
ち
街
角
ぎ
ゃ
ら
り
ー

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座

子
そ
だ
て
マ
ナ
ビ
ィ

新
年
を
漢
字
一
字
で
表
す
書
道
展

斉
藤
和
義 

ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー

あ
と
う
船
平
山
雪
遊
び

ま
ち
の
音
楽
室
Ｃ
Ｄ
コ
ン
サ
ー
ト

子
育
て

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の
所
在
・
連
絡
先
は

19
ペ
ー
ジ
左
上
参
照

講
演
会
「
今
八
幡
宮
の
歴
史
」

記号例　　場所　　申し込み　　問い合わせ ●料金や申し込みが必要な場合のみ本文中に記載しています。問申所

問
申
所

問

問
申
所

問
申
所

問
申
所

問
申
所

問
申
所

問
申
所

問

申

所問

問

申 所

所

問
申

問
申

問

申

問
申

問
申

問

問
申

問
申

問
申

問
申
所

問

問
申
所
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ま
す
。 

▼
対
象 

生
後
４
～
６
カ
月
児
の

保
護
者
先
着
30
人
※
第
一
子
を
子
育
て

中
の
方
を
優
先
。 

▼
持
参
品 

エ
プ
ロ
ン・

食
器
用
ふ
き
ん
・
筆
記
用
具 

▼
託
児 

要

申
し
込
み
※
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受
講

不
可 　
　
　

 
１
月
14
日
（
火
）
か
ら
、

子
育
て
保
健
課

▼
日
時 

２
月
27
日
（
木
）
10
時
～
11
時
30

分 

▼
内
容 

メ
ニ
ュ
ー
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
解

決
。
す
ぐ
に
役
立
つ
離
乳
食
づ
く
り
を
体
験

し
ま
し
ょ
う
。 

▼
対
象 

生
後
９
～
11
カ
月

児
の
保
護
者
先
着
30
人 

▼
持
参
品 

エ
プ
ロ

ン
、
筆
記
用
具
、
手
拭
き
タ
オ
ル 

▼
託
児 

要
申
し
込
み 　
　
　

 

１
月
14
日
（
火
）
か

ら
、
小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
パ
パ
と
楽
し
む
ひ
な
祭
り
！
】 

▼
日
時 

３

月
１
日
（
日
）
10
時
～

12
時
（
集
合
は
９
時
45

分
） 

▼
場
所 

大
殿
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
和

室 

▼
内
容 

大
殿
ひ
な

さ
ん
ぽ
と
お
雛
さ
ま
飾

り
の
体
験 

▼
対
象 

子
育
て
中
の
父
親
と

子
ど
も
（
乳
幼
児
～
小
学
３
年
生
） 

▼
定

員 

先
着
10
組 

▼
料
金 

子
ど
も
１
人
に
つ

き
１
０
０
円 

▼
持
参
品 

お
茶
、
雨
天
の

場
合
の
雨
具
（
カ
ッ
パ
） 　
　

 

大
殿
子

育
て
ひ
ろ
ば
「
キ
ラ
◇
き
ら
」（
野
田
17
）

☎
０
８
３

９
３
２

６
７
７
８
（
月
・

火
・
木
10
時
～
16
時
）

記号例　　場所　　申し込み　　問い合わせ ●料金や申し込みが必要な場合のみ本文中に記載しています。問申所

◇保健センター
　糸米二丁目 6-6
　・健康増進課 ☎ 083-921-2666
　・子育て保健課 ☎ 083-921-7085
◇小郡保健福祉センター
　小郡下郷 609-5
　☎ 083-973-8147
◇徳地総合支所
　総合サービス課健康づくり担当
　徳地堀 1744
　☎ 0835-52-1114
◇阿東保健センター
　阿東徳佐中 3382
　☎ 083-956-0993

　
出
産
後
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
安
心

し
て
子
育
て
を
す
る
た
め
の
準
備
を
は
じ
め

ま
し
ょ
う
。
▼
日
時 

３
月
７
日
（
土
）
13

時
～
15
時 

▼
内
容 

パ
パ
の
沐
浴
体
験
（
先

着
18
組
）、
お
む
つ
交
換
体
験
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
体
験
、
子
育
て
支
援
機
関
の
紹
介
、

妊
娠
期
か
ら
の
食
育
体
験
、
妊
婦
相
談
な

ど 

▼
対
象 

第
一
子
を
妊
娠
中
で
、
医
師
か

ら
の
安
静
指
示
の
な
い
方
と
そ
の
ご
家
族
・

パ
ー
ト
ナ
ー
先
着
24
組 　
　
　

 

１
月
８
日

（
水
）
か
ら
、
小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
気
に
な
る
骨
粗
し
ょ
う
症
！
骨
の
強
化
術

と
は
？
】 ▼
日
時 
２
月
５
日
（
水
）
９
時
～

10
時
受
付 

▼
内
容 
骨
の
強
さ
測
定
、
体

組
成
測
定
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
と
の

健
康
相
談
、
各
種
展
示
（
骨
粗
し
ょ
う
症

に
つ
い
て
）
な
ど 

▼
対
象 

市
民
で
健
康

づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
、
健
康
診
査
結

果
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
方
な
ど 

▼
持

参
品
等 

各
種
健
康
診
査
結
果
、
健
康
手
帳

（
お
持
ち
の
方
）、
裸
足
に
な
れ
る
服
装 　

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

【Com
e O

n !　

私
のBeautiful Life !

】  

　

こ
れ
か
ら
更
年
期
を
迎
え
る
、
身
体

の
不
調
が
表
れ
や
す
く
な
る
30
～
50
歳

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

お
父
さ
ん
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

女
性
の
健
康
づ
く
り
教
室

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の
所
在
・
連
絡
先
は

19
ペ
ー
ジ
左
上
参
照

健
康

障がい者を支援する
ボランティア団体の紹介

障がいを知り
　 共に生きる

視覚に障がいのある方が、世の中にある情
報を得るために利用するツールに「音声」
と「点字」があります。市内には、墨字（活字）
で書かれている図書や広報誌などの内容を

「音声」または「点字」にして伝えるボラン
ティアグループが各地域にあり、この市報
の音声訳と点訳もこうしたボランティアグ
ループの方々の活動の中で、視覚に障がい
のある方へ届けられています。
各ボランティアグループでは、随時会員を
募集しています。経験
の有無は問いません。
活動に参加してみたい
方はお問い合わせくだ
さい。

問

団体名 活動場所
音声訳グループ
みずの会

しらさぎ会館（堂の前町 1-5）
朗読グループ
まごころの会
音声訳ボランティア
小郡やまびこの会

小郡ボランティアセンター（小
郡下郷 353）

道標 市社会福祉協議会秋穂出張所（秋
穂東 6570）

阿東朗読ボランティア
虹の会

市社会福祉協議会阿東出張所ボ
ランティアコーナー（阿東地福
上 1697）

音声訳ボランティアグループ

点訳ボランティアグループ
団体名 活動場所

点訳 のばらの会 しらさぎ会館、ボランティアセン
ター（下竪小路 254）

点訳 すぎなの会 点字図書館（県立山口図書館内、
後河原 150-1）

小郡点訳サークル
てんとう虫

市社会福祉協議会南部支所（小
郡下郷 1437-6）

点訳 コムニオの会 元気ハウス、おげんきかん（阿
知須 2740）

山口市ボランティアセンター ☎ 083-
922-7211 083-924-1398、障がい福祉課 
☎ 083-934-2794 083-934-4142

音声訳・点訳
ボランティアグループ

マ
タ
ニ
テ
ィ
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ロ
ン

代
の
方
に
お
す
す
め
の
教
室
で
す
。【
１

回
目
】 

▼
日
時 

３
月
４
日
（
水
）
14
時
～

15
時
50
分 

▼
内
容
・
講
師 

講
義
「
人
生

１
０
０
年
時
代
―
健
康
で
快
適
な
毎
日

を
送
る
た
め
に
今
か
ら
で
き
る
こ
と
―
」

…
髙
石
清
美
氏
（
綜
合

病
院
山
口
赤
十
字
病
院

婦
人
腫
瘍
科
部
長
）
／

講
義
「
食
事
で
変
わ
る

明
日
の
ワ
タ
シ
！
食
事
で
変
わ
る
ミ
ラ

イ
の
私
！
」…
市
管
理
栄
養
士 【
２
回
目
】 

▼
日
時 

３
月
６
日
（
金
）
14
時
～
15
時

30
分 

▼
内
容
・
講
師 

運
動
実
技
「
運
動

で
カ
ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
を
元
気
に
！
」
…

澄
川
絵
里
奈
氏
（
健
康
運
動
指
導
士
） 

◆
い
ず
れ
も 

▼
対
象 

市
民
で
、
健
康
づ

く
り
に
関
心
の
あ
る
女
性
で
、
２
回
目

先
着
30
人
程
度
（
１
回
目
の
み
の
参
加

可
能
、
２
回
目
の
み
の
参
加
不
可
） 

▼

託
児 

要
申
し
込
み 

▼
持
参
品
等 

筆
記
用

具 （
２
回
目
は
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き

や
す
い
服
装
） 　
　
　

 

２
月
28
日
（
金
）

ま
で
に
、保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

離
乳
食
づ
く
り
講
座

次のとおり指定しました。選定結果等はウェブサイト
に掲載しています。詳細は、各施設の担当課にお問い
合わせください。
■ 指定期間　
①令和２年 4 月 1 日～令和５年 3 月 31 日（3 年間）
②令和２年 4 月 1 日～令和６年 3 月 31 日（4 年間）
③令和２年 4 月 1 日～令和７年 3 月 31 日（5 年間）

担当課・施設名称 指定管理者 指定
期間

スポーツ交流課 ☎ 083-934-2875

山口市小郡屋内プール
ナカムラ・タタラゾウ
エン・ビークルーエッ
セ共同企業体

③

文化交流課 ☎ 083-934-2717

山口市菜香亭 NPO 法人歴史の町山
口を甦らせる会 ③

クリエイティブ・スペース
赤れんが

NPO法人こどもステー
ション山口 ③

観光交流課 ☎ 083-934-2810
国民宿舎秋穂荘 株式会社あいお ③
重源の郷体験交流公園 株式会社ちょうげん ①
十種ヶ峰ウッドパーク

株式会社願成就
①

願成就温泉センター ①

大原湖キャンプ場 徳地ふるさと資源活用
協会 ①

徳地総合支所地域振興課☎ 0835-52-1111
山口市柚野地域活性化セン
ター 柚野地域振興協議会 ③

山口市上村高齢者女性等活
動促進センター

上村高齢者女性等活動
促進センター運営委員
会

③

山口市伊賀地高齢者女性等
活動促進センター

伊賀地高齢者女性等活
動促進センター管理運
営委員会

③

令和 2 年 4 月からの 
各施設の指定管理者

総務課 ☎ 083-934-2909問

担当課・施設名称 指定管理者 指定
期間

こども未来課 ☎ 083-934-2797

山口市小郡上郷児童館 山口市小郡上郷児
童館運営委員会 ③

山口市放課後児童クラブ
みなみ第２学級

大内地区社会福
祉協議会 ③

山口市放課後児童クラブ
ひめやま第２学級

ひめやま学級運営
協議会 ③

山口市放課後児童クラブ
おおぞら学級

おおぞら学級運
営協議会 ③

山口市放課後児童クラブ
ひまわり学級

社会福祉法人山
口市社会福祉協
議会

③

山口市放課後児童クラブ
ひまわり第２学級

社会福祉法人山
口市社会福祉協
議会

③

山口市放課後児童クラブ
ひまわり第３学級

社会福祉法人山
口市社会福祉協
議会

③

山口市放課後児童クラブ
はちのこ学級

社会福祉法人山
口市社会福祉協
議会

③

山口市放課後児童クラブ
しらさぎ学級

社会福祉法人青
藍会 ③

山口市放課後児童クラブ
しらさぎ第２学級

特定非営利活動
法人やまぐちレー
テ子育てＢａｍ
ｂｉｎｉ

③

山口市放課後児童クラブ
わかくさ第２学級

わかくさ学級運
営協議会 ③

山口市放課後児童クラブ
やまびこ第３学級

山彦学級運営協
議会 ②

山口市放課後児童クラブ
もみじ第３学級

吉敷地区社会福
祉協議会 ③

問
申

問

問
申
所

問
申
所

問
申
所

所

問
申
所
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会計年度任用職員の募集・登録

勤務場所／担当課
募集
人数

対象 勤務日時 業務内容 報酬等※ 1 応募
締切

山口総合支所／生活安
全課 ☎ 083-934-2926 4 人

消費生活専門家資格（相
談員、専門相談員、アド
バイザー、コンサルタン
ト）のいずれかを有する
か、取得しようとする方

（要普通自動車免許）

月～金曜のうち週 4 日
8 時 30 分～ 17 時
(12 時～ 13 時休憩 ) ※2

消費生活相談業務、
消費者教育業務 時給 983 円 1/24

（金）

山口総合支所・小郡総
合支所／道路河川管理
課 ☎ 083-934-2834

4 人
程度

現地立会、関連書類の
審査・作成ができる方

（要普通自動車免許）

月～金曜のうち週 4 日
8 時 30 分～ 17 時
(12 時～ 13 時休憩 )

市道および法定外公
共物の境界立会事
務、窓口・電話受付、
パソコン業務など

時給 897 円

1/31
（金）

山口総合支所／道路河
川管理課 ☎ 083-934-
2834

3 人
程度

登記業務に長年携わっ
た経験及び嘱託登記に
関する相当な専門知識
を有する市内在住者

事業用地取得に伴う
嘱託登記に必要とな
る調査、登記書類作
成等事務全般

時給 1,201 円

道路河川管理課北部分
室（宮野下 3293-2）／
道路河川管理課 ☎ 083-
934-2834

5 人
程度 体力のある方（普通自

動車免許を持ち、２ト
ン車が運転できる方）

道路・河川維持修繕
作業（道路陥没修繕、
草刈り、剪定、道路・
河川パトロール、報
告書の作成等）

時給 897 円
小郡総合支所／道路河
川管理課 ☎ 083-934-
2834

5 人
程度

山口総合支所管内／都
市整備課 ☎ 083-934-
2832

5 人 市内在住者（体力のある
方、要普通自動車免許）

月～金曜のうち週 4 日
8 時 30 分～ 17 時
(12 時～ 13 時休憩 ) ※2

公園等における草刈
り、清掃等の維持管
理業務

時給 897 円 1/31
（金）2 人 市内在住者

月～日曜のうち週５日
9 時 ～ 15 時、15 時
～ 21 時の交替勤務

亀山公園管理事務所
における施設等利用
受付および公園維持
管理業務

小郡・阿知須総合支所
管内／都市整備課
 ☎ 083-934-2832

2 人 市内在住者（体力のある
方、要普通自動車免許）

月～金曜のうち週 4 日
8 時 30 分～ 17 時
(12 時～ 13 時休憩 ) ※2

公園等における草刈
り、清掃等の維持管
理業務

山口総合支所／管財課
 ☎ 083-934-2731

10 人
程度

市内在住者

宿 直 …17 時 15 分 ～
翌日 8 時 30 分／日直
…閉庁日の 8 時 30 分 
～ 17 時 15 分（ い ず
れも不定期勤務）

宿直および日直業務
（具体的な業務内容
は、希望する総合支
所へ要問い合わせ）

宿直 1 回
9,300 円

日直１回
8,400 円

1/31
（金）

※3

小郡総合支所／土木課
 ☎ 083-973-8162

10 人
程度

秋穂総合支所／農林土
木課 ☎ 083-984-8027

5 人
程度

阿知須総合支所／農林土
木課 ☎ 0836-65-4470

5 人
程度

徳地総合支所／土木課
 ☎ 0835-52-1112

5 人
程度

阿東総合支所／土木課
 ☎ 083-956-0998

5 人
程度

   現在募集している会計年度任用職員

■任用期間　4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日　※ 1…変更になる場合あり／※ 2…季節により勤務時間帯を変更する場合あり
■選考方法　書類審査・面接（※ 3…筆記試験有り）
■申込方法　応募締切日までに（必着）、市販の履歴書（A4 判）に写真を貼付し、必要事項を記入の上、本人が持参または郵送で、

　　　　　希望する業務の担当課（ただし、生活安全課募集分は別途提出物があるため、担当課へ要問い合わせ）

   会計年度任用職員の登録
業務繁忙期や職員に欠員などが生じ
た場合、事前に登録された方の中か
ら面接等を行い、任用します。登録
の有効期間は 1 年間で、随時受け付
けています（ただし、補助教員と学校
司書の登録期間は 2 月 3 日（月）～
28 日（金））。
この制度は、あらかじめ希望する勤
務時間・勤務地を登録していただき、
必要に応じて条件に合う方を登録者
の中から選考し、会計年度任用職員
として任用するものです。
※ご登録いただいても、登録期間中
に連絡がない場合があります。

職　種 対　象 基本的な勤務時間※6 報酬等※7 担当課

一般事務

身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳の交
付を受けている方、または公
的機関において知的障がい者
であると判定された方

月～金曜…週 4 日
（各日 7 時間 30 分、
計 30 時間）勤務

時給 897 円
職員課☎
083-934-
2727

障がい者の雇用の促進を図ることを目
的として、障がい者を対象とした会計
年度任用職員の募集をします。他の会
計年度任用と同様に登録制（随時受け
付け）とし、必要に応じて登録された
方の中から面接し、任用します。

※ 4…勤務地・勤務時間・勤務日は事前協議により決定／※ 5…変更になる場合あり

勤務場所／担当課
募集
人数

対象 勤務日時 業務内容 報酬等※ 1 応募
締切

山口総合支所／管財課
 ☎ 083-934-2732 2 人

大型車または中型車
（限定解除）運転免許
を有する方

月～金曜のうち週 4 日
8 時 30 分～ 17 時

（12 時～ 13 時休憩）

マイクロバス運転、
パソコン業務など 時給 897 円 1/31

（金）

山口市男女共同参画セ
ンター／人権推進課
 ☎ 083-934-2784

2 人
市内在住で、女性や家
庭に関する相談業務の
経験を有する女性

火～土曜…9 時 15 分
～ 16 時 30 分（ 原 則
週 2 日または 3 日勤
務、12 時～ 13 時休憩）

さまざまな悩みごと
に関する相談業務 時給 1,201 円  2/3

（月）

　 障がい者の登録

※ 6…勤務地・勤務時間・勤務日は事前協議により決定／※ 7…変更になる場合あり

次の通り、会計年度任用職員の募集・登録を行います。会計年度任用職員とは、業務繁
忙期や職員に欠員が生じたときなどに、職員の補助として 1 会計年度内を任期として
任用される非常勤の公務員です。詳細は、各問い合わせ先にお問い合わせください。

問申

   会計年度任用職員の諸手当等
・時間外勤務報酬、特殊勤務報酬、通勤費用、期末手当　
※期末手当、特殊勤務報酬は、一定の要件を満たす場合
・健康保険（協会けんぽ）、厚生年金保険、雇用保険等
※週 20 時間以上の勤務の方で、一定の要件を満たす場合

市販の履歴書に希望する「職種（希望職種が「一般事務」の場合は、「勤務時間（週 20 時間以上、または週 20
時間未満）」も記入）」、「勤務地」、および必要事項を記入し、写真を添付のうえ（障がい者の方は手帳の写しを添付）、
本人が持参または郵送で、希望する職種の担当課（補助教員と学校司書は、指定の登録書を学校教育課、または山口
を除く各総合支所地域振興課、ウェブサイトから入手し、本人が持参で、学校教育課）

   任用・登録要件
・地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当す

る場合は登録することができません。
（１）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又
はその執行を受けることがなくなるまでの人

（２）山口市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分
の日から２年間を経過しない人

（３）日本国憲法施行の日以降において、日本国憲法又は
その下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政
党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人

会計年度任用職員の諸手当・登録要件等

職　種 基本的な勤務時間※4 報酬等※5 担当課

一般事務

月～金曜…週 20 時間以
上の勤務

 時給 897 円 職員課
☎ 083-934-2727月～金曜…週 20 時間未

満の勤務

給食調理員 月～金曜…週 30 時間未
満の勤務  時給 901 円

教育委員会教育総務課
☎ 083-934-2947小中学校校務事務員

（学校用務員業務）
月～金曜…週 21 時間以
内の勤務  時給 901 円

補助教員 月～金曜…8 時 30 分～
16 時 15 分（月 14 日）  時給 983 円

教育委員会学校教育課
☎ 083-934-2862

学校司書 月～金曜…8 時 30 分～
16 時 15 分（月 15 日）  時給 951 円

環境衛生整備員 月～金曜…8 時 15 分～
16 時 30 分  時給 901 円 清掃事務所

☎ 083-927-1770
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萩の夏みかんは、禄を失った武士の
救済のために、栽培が始まりまし
た。夏みかんに関わるさまざまな
物語を紹介します。
日時　1 月 18 日（土）～ 3 月

31 日（火）9 時～ 17 時
場所　萩博物館
問 萩博物館☎ 0838-25-6447

市内・県内の名産品店や屋台グル
メなど、約 50 店舗が出店。日替
わり企画も予定しています。
日時　1月11日（土）～13日（月・

祝）9 時 30 分～ 18 時
場所　おのだサンパーク
問 山陽小野田観光協会
　☎ 0836-82-1313

狂言師・野村万蔵と南原清隆に
よる古典と現代の「笑い」のコ
ラボレーションをお楽しみくだ
さい。
日時　2 月 22 日（土）15 時から
場所　渡辺翁記念会館
問 宇部市文化創造財団
　☎ 0836-35-3355

参加者募集中。津和野駅前や白壁
と堀割の殿町通りなどを走ります。
日時　3 月 8 日（日）8 時～ 12

時 30 分
場所　津和野高校体育館集合

つわのＳＬ健康マラソン事
務局☎ 0836-72-1854 ※申し
込みは 1 月 24 日（金）締切り

古今狂言会

毎年好評を得ているポストカード
のコンテスト。応募作品全てを芸
術村ギャラリーに展示しています。
日時　1 月 18 日（土）～ 2 月 9
　日（日）10 時～ 17 時
場所　秋吉台国際芸術村ギャラリー

秋吉台国際芸術村
　☎ 0837-63-0020

山口県央連携都市圏域では、多
彩なイベントを開催中。さらに多
くの情報は右のＱＲコードから。

企画展
「萩の夏みかん物語りⅡ」ポスコン？！ 2020 つわのＳＬ健康マラソン

名産品フェア

美祢 萩 津和野

山陽
小野田 宇部

暦の上でもっとも寒い日とされる
大寒の日に、冷水につかって心身
を清め、無病息災を祈ります。
日時  1 月 20 日（月）～ 22 日
　（ 水 ）6 時 30 分 か ら、18 時
　から（各日 2 回）
場所　春日神社
問 春日神社☎ 0835-38-1185

大寒みそぎ防府

問
問申

今回は、スペイン・パンプローナ
市と本市とのつながりをご紹介し
ます。

問 国際交流課 ☎ 083-934-2725

vol.10  

2020 年はめでたい１年にしましょう！

山口市国際交流員
エフライン

　いよいよ東京 2020 オリンピック・パラリン
ピックの開催年、2020 年になりましたね。謹
んで新年のお慶びを申し上げます。また、来月
の 19 日に本市は、パンプローナ市との姉妹都
市締結から 40 周年を迎えます。これにちなみ、
パンプローナ市のとなりの州にあるバスクテレ
ビ局（EITB）が、山口県の特集番組を制作する
ため、10 月に取材陣が山口県に来て、観光名
所や史跡を巡り、文化体験や名物料理を取材し

土料理のレシピ番組や文化を紹介するラジオ
番組を放送してくれました。山口のことは雑
誌でも取り上げられたようで、パンプローナ
市民は、さらに山口への親近感を深めたこと
でしょう。
　また、去年 11 月 30 日には、パンプローナ
市出身でリオパラリンピック銅メダリストのオ
セス選手が本市で開催された「あいサポートス
ポーツフェスティバル」に出演してくれました。
緑内障と向き合った生活や陸上選手としての経
験、パンプローナ市の好きなところなど幅広く
対談し、市民との
貴重な交流となり
ました。東京 2020
オリンピック・パ
ラリンピックでみ
なさんも是非スペ

あいサポートスポーツフェスティバ
ルの様子。オセス選手 ( 右 )は、リ
オパラリンピック陸上 1500ｍ銅
メダリストです。

ました。サビエルが
結んだ本市とパンプ
ローナ市の深いつな
がりを語る内容で、
2 月中旬にスペイン
の北部地方で放送さ
れます。取材陣は、
瓦そばの材料や山口
の地酒を持ち帰り、
帰国後すぐに山口郷

かっこいい！

バスクテレビ局の取材の様子

イン代表を応援し
ていただければ嬉し
いです。

1/12（日）

開催中のイベント

1/26（日）

2/11（火・祝）まで

おいでマルシェ

実行委員会
　090-2312-0055

中央公園
問
所

イベントカレンダー1
月

成人式

社会教育課
☎ 083-934-2865

市民会館
問
所

2/2（日）

2/7（金）～ 11（火・祝）

1/19（日）
市駅伝競走大会

スポーツ交流課
☎ 083-934-2912

山口きらら博記念公園
問
所

あとう雪まつり

阿東地域交流センター
☎ 083-956-0116

十種ヶ峰スキー場
問
所

毎月第１日曜日に開催している
活気あふれる生産者直売イベン
トです。鮮度抜群の有機野菜を
はじめ、季節の花や加工食品な
ど、たくさんの産品が並びます。

阿知須のひなもんまつり
＆ぷち街角ぎゃらりー

実行委員会
☎ 0836-65-2129

阿知須商店街、いぐら造りの街
並み周辺等

問

所

２０２０年を
漢字一字で表す書道展

☎ 083-934-3312
    山口市菜香亭問所

3/22（日）まで
れきみん企画展

「暮らしの民具～冬の山口～」
    歴史民俗資料館
☎ 083-924-7001
問所

図書館薩長同盟講演会「西郷隆
盛、木戸孝充の逆転人生～明治
維新の立役者たちの光と影～」

中央図書館
☎ 083-901-1040

山 口 情 報 芸 術 セ ン タ ー
[YCAM]

問

所

4/12（日）まで
開館 25 周年記念展「清家雪子展
――『月に吠えらんねえ』の世界」

    中原中也記念館
☎ 083-932-6430
問所

消防出初式

消防本部警防課
☎ 083-932-2202

山口南総合センター
問
所

テーマ展示「四季詩集――中也
とめぐる春夏秋冬」

    中原中也記念館
☎ 083-932-6430
問所

表
紙
の
写
真

「
異
な
る
背
景
を
持
つ
か
ら
こ
そ
」

　
表
紙
の
写
真
は
、
菜
香
亭
で
撮
影
し
た

お
正
月
シ
ー
ン
の
ひ
と
コ
マ
で
す
。
こ
の

日
、
ス
ペ
イ
ン
出
身
の
国
際
交
流
員
の
お

二
人
に
、
日
本
の
正
月
遊
び
な
ど
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
昔
な
が
ら
の
正
月
遊
び
と
い
え
ば
、
写

真
の
お
手
玉
、
け
ん
玉
の
他
に
、
凧
揚
げ
、

か
る
た
、
羽
根
つ
き
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
の

遊
び
に
は
長
い
歴
史
と
込
め
ら
れ
た
意
味

が
あ
り
ま
す
が
、
近
頃
は
そ
ん
な
遊
び
に

興
じ
る
親
子
の
姿
を
あ
ま
り
見
か
け
な
く

な
っ
た
気
も
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
日
本
の
正
月
遊
び
を
楽
し
む

お
二
人
の
姿
は
、
少
し
前
ま
で
の
私
た
ち

が
何
を
大
切
に
し
、
親
し
い
人
と
何
を
分

か
ち
合
っ
て
き
た
か
を
教
え
て
く
れ
る
よ

う
で
す
。
き
っ
と
、
異
な
る
文
化
的
背
景

を
持
つ
お
二
人
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
に

自
国
の
文
化
を
深
く
見
つ
め
直
す
機
会
を

与
え
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た

気
づ
き
こ
そ
、
国
際
交
流
の
大
切
な
経
験

の
ひ
と
つ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

日
本
の
年
越
し
と
い
え
ば
蕎
麦
で
す
が
、
ス
ペ

イ
ン
で
は
、ぶ
ど
う
を
12
粒
食
べ
る
そ
う
で
す
。

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
７
５
３

問

市民会館
☎ 083-923-1000

ニューイヤーバンドフェスティ
バル

問所

1/18（土）



この広報紙は再生紙を使用しています。
使い終わったら、「新聞紙」として
古紙類の分別収集に出しましょう。
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やまぐちのお医者さん navi･･･ 休日当番医や、市内の医療機関などの総合サイトです。【やまぐちのお医者さん navi】で検索。
休日当番医テレホンサービス ･･･ 録音でご案内しています。電話番号を登録して外出時などにご利用ください。☎ 083-923-5000☎

　　休日・夜間急病診療所
■住所　　　糸米二丁目 6-6
■電話　　　083-925-2266

【内科（高校生以上）・外科】
■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時

【歯科】
■診療期日　日曜、祝日
■診療時間　9 時 ～ 13 時

　　山口 ･ 防府地域夜間こども急病センター　　小児救急医療電話相談
■電話　　　#8000 または
　　　　　　083-921-2755
■相談日時　毎日 19 時～翌日 8 時
■相談内容　子どもの体調の急変
■相談員　　看護師および小児科医

市報やまぐち
配信中！

右の QR コード
からダウンロー
ドできます。

無料アプリ マチイロで

　 　救急医療電話相談
■電話　　　#7119 または
　　　　　　083-921-7119
■相談日時　毎日 24 時間
■相談内容　おとな（概ね15歳以

上）が急な病気や怪我
等で救急車を呼ぶか病
院に行くか迷ったとき

■相談員　　看護師等

人 の う ご き

上段は令和元年 12 月 1 日現在
下段は令和元年 11 月 1 日現在との比較

情報管理課 ☎ 083-934-2748問
※人口、世帯数は住民基本台帳をもとに推計しています。

194,869 人
- 152 人

87,316 世帯
- 75 世帯

93,120 人
- 61 人

101,749 人
- 91 人

全体 男 女 世帯

・まずは、かかりつけ医に連絡を
・開いていない場合は下記医療機関等へ

・休日当番医は変更
する場合があります。
事前に各医療機関に
ご確認ください。
・昼休み時間について
は、各医療機関にお
問い合わせください。

※徳地地域については「ふるさととくぢ」をご覧ください。

全域 土曜当番医
●時間／ 19 時〜 22 時

内科系 外科系 阿東地域
内・内外科 小児科 内科系 外科系 内科系 外科系

2
日

山口病院
（駅通り二）

083-922-1191

山口病院
（駅通り二）

083-922-1191

大草医院
（阿東徳佐中）
083-956-0005

小泉小児科
（大市町）

083-922-0009

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

1
日

山岸内科
（小郡新町）

083-972-2788

小川整形外科
（嘉川）

083-988-1010

9
日

こうとく内科
（下市町）

083-924-3780

丘病院
（中河原町）

083-925-1100

澤田医院
（阿東地福上）
083-952-0302

たはらクリニック
（後河原）

083-923-3415

ねごろ神経内科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-5256

ハートクリニック
南山口
（深溝）

083-988-3333

吉武医院
（秋穂東）

083-984-2330

8
日

よしかね
循環器内科
（小郡下郷）

083-973-8181

相川医院
（鋳銭司）

083-986-2177

11
日

奥田
胃腸科内科

（道場門前一）
083-925-2188

淵上整形外科
（大内御堀五）
083-922-6644

三浦医院
（阿東徳佐中）
083-956-0500

まかたこども
アレルギークリニック

（赤妻町）
083-902-2226

河端
内科医院

（小郡下郷）
083-972-3820

たむら医院
（江崎）

083-989-4480

村田
外科胃腸科
（小郡下郷）

083-972-7100

15
日

田中内科医院
（小郡下郷）

083-972-2325

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

16
日

原田内科
胃腸科医院
（桜畠二）

083-923-2344

佐々木外科病院
（泉都町）

083-923-8811

藤原医院
（阿東生雲中）
083-954-0331

永田
こどもクリニック

（三の宮二）
083-924-3330

小児科
柳澤医院

（小郡御幸町）
083-973-3121

ひろなか内科
循環器科
（阿知須）

0836-66-1550

小林哲郎診療所
（小郡平成町）
083-973-3310

22
日

おかむら医院
（小郡下郷）

083-973-2053

さっか整形外科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8888

23
日

あんの
循環器内科

（吉敷中東一）
083-924-1151

林外科医院
（道場門前二）
083-922-0139

原医院
（阿東地福上）
083-952-0308

まえば
小児科クリニック

（小郡下郷）
083-974-0501

ざいつ内科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8475

ますだ内科
循環器科

（秋穂二島）
083-987-2002

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

29
日

小田皮膚科医院
（小郡黄金町）
083-972-1716

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

24
日

吉野内科
循環器科
（平井）

083-932-1222

中村整形外科
（維新公園一）
083-933-6111

大草医院
（阿東徳佐中）
083-956-0005

はまもと
小児クリニック

（小郡下郷）
083-973-0616

いちょうの木
クリニック

（小郡船倉町）
083-976-8331

利重クリニック
（江崎）

083-989-2515

小川整形外科
（嘉川）

083-988-1010

北部地域
●時間／ 8 時 30 分 〜 17 時 30 分 

南部地域
●時間／ 9 時 〜 18 時

山口市医師会 

２月 の休日当番医

吉南医師会 

  日　月　火　水　木　金　土
 ・ 　・　・　 ・　 ・　 ・　１
 2　3　4　5　6　7    ８
   9　 10　11　12　13　14　15

 16　17　18　19　20　21　22
  23　24　25　26　27　28　29

全域
※ QR コード・時間
　は山口市医師会 

■住所　　　八幡馬場 53-1
　　　　　　（山口赤十字病院内）
■電話　　　083-921-8025
■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時
■診療科目　小児科（０歳～中学生

の内科的疾患）
※けがや軽いやけどなどは外科で診

療しますので、休日・夜間急病診
療所を受診してください。


